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自衡隊の海外派兵を食い止め、大幅軍縮を！

米軍基地を撤去しよう！

反核運動を継続し、核廃絶を！
憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業を進めよう！

有事立法反対●ハガキ運動のよびかけ
小樽●平和船団報告 湯布院●チャンプル・フォーラム

あいば野●日米共同演習に反対しよう
追跡●劣化ウラン弾はとこにいったのか？
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¥9月5日小樽港。インディペンデンス入港に抗議する「平和運動センター」のデモ（写真・今井明）

: “持会員（月額） ●参加会員（月額） ●通信会員（年額）勝t璽U蔦＊ットワー・ク
個人 l口1000円 個人 l口 500円 3000円
団体 l[12000円 団体 l口1000円

（会費は本紙鵬読料を含みます）



日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
は
い
つ
の
ま
に

無
効
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
で
そ

も
そ
も
新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
想
定
す
る

ょ
う
な
、
ア
メ
リ
カ
軍
へ
の
官
民
一
体
と

な
っ
た
戦
争
協
力
を
是
と
す
る
決
定
は
、
一

体
い
つ
誰
が
下
し
た
の
で
し
ょ
う
か
（
）
し
か

も
新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
そ
の
ア
メ
リ

カ
の
行
う
戦
争
に
は
、
「
周
辺
事
態
へ
の
対

処
」
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
e

こ
の
「
周
辺
」

は
一
地
理
的
概
念
で
な
い
」
と
さ
れ
て
お

り
、
結
果
と
し
て
何
ら
の
限
定
も
な
い
も
の

で
す
（
し
こ
の
点
で
現
行
安
保
条
約
の
「
極

東
」
と
い
う
限
定
は
完
全
に
捨
て
去
ら
れ
て

い
ま
す
こ

安
保
条
約
の
「
制
約
」
さ
え
超
え
る
軍
事

的
な
決
定
が
、
そ
の
法
的
・
行
政
的
位
置
が

不
明
確
な
政
府
間
の
単
な
る
約
束
に
よ
っ

て
、
国
民
的
な
議
論
な
し
に
行
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
t
)
私
た
ち
は
こ
れ
を
を
決
し
て

認
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
（
」
事
は
外
交

だ
け
で
な
く
国
民
の
基
本
的
人
権
、
そ
し
て

憲
法
の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
だ
か
ら
で

す
へ
Jし
か
も
、
何
よ
り
軍
事
を
最
優
先
し
た
こ

の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
路
森
を
進
め
て
い

く
過
程
で
、
冷
戦
終
結
後
に
日
本
が
真
っ
先

新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
私
た
ち
の

「
安
全
を
保
障
」
し
な
い
！
9
1
-
E
!
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これは憲法に対する

クーデタ—である

要求0（ご言）

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
、
都

合
よ
く
忘
却
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
沖
縄

が
突
き
つ
け
た
米
軍
基
地
に
よ
る
人
権
侵
害
、

日
本
自
身
が
ア
ジ
ア
か
ら
信
頼
さ
れ
る
た
め
に

軍
縮
を
ど
う
実
践
す
る
の
か
と
い
っ
た
課
題

は
、
政
治
家
の
脳
裏
か
ら
は
消
え
去
っ
た
よ
う

に
見
え
ま
す
C

「
安
全
保
障
」
と
は
、
人
々
が
安
全
で
平
和

に
暮
ら
す
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
主
体
は
あ
く
ま
で
も
人
々
11
民
衆
で

す
。
国
防
官
僚
の
密
室
協
議
と
い
う
非
民
王
的

解
説
・
デ
ー
タ
付
●
カ
ン
パ
ニ

0
円
（
予
定
）

(1)新「ガイドライン」に受入にゴ，ヽ ての民意を問うた

め、衆議院の解散総選挙か国民投票を行うこと

●新「ガイドライン」検討過程の全情報を国民の前

に明らかにすること

●「有事立法」に着手しない乙と

(2)米軍の戦闘行為を支援する「有事立法」で［おこ

く、平時の米軍活動の下での住民の安全を保障する

ため、「日米地位協定」の見直しを行うこと

●国民生活怒饗性にした、「思いやり予算」など米

軍駐留経費負担を抜本的に見直し、大幅削減を来

年度予算に反映させること

これは最低限の要求です。

10月中旬配布開始予定
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小樽のヨコスカ平和船団with北海道。新潟•青森の仲間（写真・今井明）

1997.9.20 

緊
急
声
明

九
月
一
一
四
日
、
米
国
で
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
）
」
の
改
定

の
最
終
報
告
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
こ
の
新
し
い
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
単

に
日
米
の
軍
事
的
関
係
を
危
険
な
方
向
に
変
え

て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
憲
法
の
保
障
す
る
市

民
の
基
本
的
人
権
を
否
定
す
る
内
容
を
含
ん
で

い
る
が
故
に
、
こ
れ
に
強
く
反
対
し
ま
す
。

新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
眼
目
は
、
自
衛
隊

だ
け
で
な
く
日
本
の
自
治
体
を
含
む
民
間
人

を
、
米
軍
の
行
う
戦
争
に
全
面
的
に
協
力
さ
せ

る
体
制
を
作
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
自
衛
隊
法
の
全
面
的
な
改
定
は
も
ち
ろ
ん
、

新
た
に
民
間
人
を
動
員
で
き
る
よ
う
な
い
わ
ゆ

る
一
有
事
立
法
」
の
制
定
が
政
治
家
の
間
で
公

然
と
語
ら
れ
、
法
案
の
提
出
も
次
期
通
常
国
会

で
行
わ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
e

こ
れ
は
日

本
と
い
う
国
を
戦
争
が
自
由
に
で
き
る
方
向
へ

と
根
本
的
に
作
り
変
え
る
ク
ー
デ
タ
ー
と
呼
ぶ

に
ひ
と
し
い
行
為
で
す
っ
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「新ガイドライン」の嵐が全国の港を襲ぅl
米海軍には今や、艦隊別の境

界はなく、横須賀基地からも
世界中の紛争に即応する。
第7艦隊司令官ナター中将 (9/23「朝日」）
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三
〒9/5●空母インディペンデンス

疇
10/3●第7艦隊旗艦プルーリッン 言

9/27●第7艦隊旗艦プルーリッジ

ーレーション

佐世保

5●イージス艦ビンセンス母港化
9/21●原子力空母・ニミッツと6隻

の随伴艦＝イージス巡洋艦レイクシャン
プレン、ポートロイヤル、駆逐艦キンケ

イド、フリーゲート艦フォード、高速較

闘支援艦サクラメント、戟闘支援艦サン

ホセ
9/22●第3艦隊旗艦コロナド

ヽ

討

東9゚ヽ・・ • • • • ••• • 
゜

〈
行
動
計
画
〉

(

1

)

ハ
ガ
キ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
：
十
月
中

旬
か
ら
目
標
二
万
枚

緊
急
に
首
相
に
最
低
限
の
項
目
と
し
て
以

下
の
こ
と
を
要
求
す
る
ハ
ガ
キ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
開
始
し
ま
す
Q

●
要
求
要
旨
（
未
確
定
）

，
し
新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
受
入
に
つ
い
て

の
民
意
を
問
う
た
め
、
衆
議
院
の
解
散
総
選

挙
か
国
民
投
票
を
行
う
こ
と
。

•
新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
検
討
過
程
に
お

五
日
の
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ン
デ
ン
ス
の
小
樽
に
始

ま
り
、
二
七
日
の
プ
ル
ー
，
＇
り
ノ
ジ
の
東
京
ま

で
、
九
月
は
米
艦
の
人
港
ラ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た
。

何
を
意
味
す
る
？

入
港
ラ
ッ
シ
ュ
が
見
え
る

形
成
過
程
に
お
い
て
も
、
冷
戦
思
考
か
ら
全

く
脱
却
し
て
い
な
い
軍
事
一
色
の
「
有
事

論
」
を
と
っ
て
も
、
ま
た
、
す
で
に
存
在
す

る
様
々
な
基
地
被
害
が
放
置
・
拡
大
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
、
「
新
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
は
日
本
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
の

人
々
に
と
っ
て
の
真
の
「
安
全
保
障
」
と
は

全
く
相
い
れ
な
い
も
の
で
す
。

軍
縮
と
社
会
的
公
正
、
互
恵
平
等
に
根
ざ

し
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
民
衆
相
互
の
対
話
と
信

頼
醸
成
の
進
展
は
、
必
ず
や
新
「
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
「
過
去
の
遺
物
」
と
し
て
葬
り
去

る
こ
と
で
し
さ
ズ
私
た
ち
は
そ
の
た
め
の

努
力
を
い
っ
そ
う
強
め
て
い
き
ま
す
っ

庄 I安保条約第5条

r t ••ロ
gヘ・

ぶ〈；丑需全点唖9l

け
る
、
米
側
の
要
求
を
含
む
全
情
報
を
国

民
の
前
に
明
ら
か
に
す
る
ご
と
，
）

・
議
論
を
尽
く
し
、
国
民
的
合
意
が
形
成

さ
れ
る
ま
で
「
有
事
＞
サ
ニ
に
着
手
し
な

い
こ
と
。

②
米
軍
の
戦
闘
行
為
を
支
援
す
る
「
有
事
立

法
」
で
は
な
く
、
平
時
の
米
軍
活
動
の
下
で

の
住
民
の
安
全
を
保
障
す
る
た
め
、
「

H
米

地
位
協
定
」
を
見
直
す
こ
と
c

•
国
民
生
活
を
犠
牲
に
し
た
、
「
思
い
や

り
予
算
」
な
ど
米
軍
駐
留
経
費
負
担
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
大
幅
削
減
を
来
年
度
予

イ
ン
」

田

巻

一

彦

編

集

部

(

2

)

政
党
・
議
員
へ
の
公
開
質
問
ー
十
月
中
旬

前
記
の
要
求
項
目
に
関
連
し
た
公
開
質
問

を
送
り
、
回
答
を
ま
と
め
て
発
表
し
ま
す
。

(

3

)

自
治
体
へ
の
要
請

米
軍
に
よ
る
利
用
が
確
実
と
見
ら
れ
る
港

湾
・
空
港
を
抱
え
る
自
治
体
に
軍
事
利
用
に

反
対
す
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

（
九
月
二
四
日
プ
レ
ス
発
表
）

二
―
日
に
は
、
原
子
力
空
母
ニ
ミ
ッ
ツ
と
六
隻

の
随
伴
艦
が
横
須
賀
に
入
港
し
た
が
、
こ
の

「
大
物
」
も
か
す
む
ほ
ど
の
軍
艦
入
港
が
基
地

か
民
間
港
を
問
わ
ず
、
こ
れ
で
も
か
と
繰
り
返

さ
れ
た
＂
t
そ
の
都
度
、
「
補
給
と
休
養
」
と
か
「
友
好

親
善
」
「
文
化
の
理
解
」
な
ど
、
も
っ
と
ら
し

（
六
ペ
ー
ジ
ヘ
）

算
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
o

5
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周辺事態における協力の対象となる
機能及び分野並びに協力項目例

（ガイドラインの別表）

機能及び分野 i 旗力項目 /0J
救援活動及び避！．披災地への人員及び補給品の輸送
1難民への対応の I・被災地における衛生、通信及び楡送 1 

ための耕置 ！・避難民の救援及び輪送のための活動的びに避難民

［ ［ に対する応急物資の支給― -----」昇臭＇捜索•投難 I・日本領域及び！！本の周囲の海域におげる捜索・救I
（こ両 ！ 難活動並びにこれに関する梢報の交挽 ： 

お圏』戦1叫il員を退避，・情郷襄如I心に非戦闘員との連祐及び井政15,J旦I
認自せるための活1の箕拮・蛉込
脇がJVJ 1 •井戦1翡li1の玲送のための米航空槻・い舶による 19-1,
カ各 ， 衛隊施設及び民間空浩・湛訥の使）甘 ， 
々 • ;1「戦闘且の日本入国i1:Jの逍閲、出人1＿！評虞及び検

喜I I.げ本国内における一1埒的な硲1'1、蛉送及び衛生（こ
； 腔！ I ｛系る丑戦1よ］はへ詞麟

し｀ー一•- • 

i そ子［t|際の平和と安 I ・舒汽伽1故の丈効•性を確保するために 1悶際連合安全
ぅ｝この社1オ'jを1]的l1.i[l'咋呵羹決議に某づいてiiわれる船い（！の検査及

＇ とする経済；1；域 び二のような検在に閃；立す知，「幽 ， 
! Iの吏ク）Jオりを確保 ・帖紅の交換
するための活動

—―l紅，足の使用

9

9

9

 

米
軍
の
忌
動
に
対
す
る
日
本
の
支
援

9

,

i
・

9

,
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9

,

,

9

・

 

・打1)給内を1-]約とする米舟，罰峨・齢舶による日術憾
胞設及び民間空湛・湛沼りの心I] ' 

,.,•｛仔i：隊廂設及び民間空沿・沿葛における米：］ふ］によ
る八員及び物質の拭み下ろしに必疫な場所及び図
腎陀没0確保
•米凪窄槻・・船餅）による似 1] のための：、爪隊池設／之，
し、氏l胃亨沿・渇内の国］!iii｛りの延Lて
・，‘)＇＜船空｛蔑による':iiEi隊の飛行也の使！！J
・訓呻• ;lりさ1区域の祉洪
•,‘:•:i l紐也，凌・公域f)、fにおげる 'l i務 I所・四泊I亡｀釈0辻 l
ば

▼●ー一雪―•一 ー― --| 

，袖約 ，．！’ー：紺蒻孤殴及Uゞ 民間勺村・港沿にお＇` ねる火舟；＇ l’＼屯槻・，
！ ， 利池l iに灼する物貨（試杵・ii('党を除く）よ）杓ぶ•'
i i ;、:!ii]ビ・沢！ど国の提供
l ＇・オ詞＇幽文，区戎に対する物資（←認；．］＇戌を 1なく）
、 及こ燃化・泊脹・利；4ロコ｝却＇、
I ! --- - - I 

，愉送 ！・人艮、物資及び‘燃料・ ;1!11担・籾滑叫311.A叶；；1［以こ＇l ＇ おげる陸上・加上・伽空輯よ
i・公雌上の米船舶に対する人よi、物負及び燃料・ill:
i I}廿・潤滑袖の海上椋送

1 ・人員、物資及区燃料・訓1行・判滑油のサii疇のため
’父一 の 4恥似心•クレーン訊詞
1)'」 1整哺 。米航空機・面HI',.,・I［，見の国Il．整侃

］塁i I:!訊．部品の提供
：立 1 l・幣価）廿資料材の一時提供

--

！笈 I衛生 ・日本国1勺における卸丙者の約烈
• i I闘いにおける傷胎者の幡迄

i i l・パ凶＇墨伽 1堪：出の間叫
I竺ill) i ・米：中馳設・区域の竺灌j
' i.‘た軍施設・区域の周iJliの洵域の竺成1['祝
, : • Iー！本国内の諭送終路上の竺備

1 ・が国の交換
ヽ

通信 ，•日米両国の関係機関の間の通いのための周設立
l I ！ 遺I}［！通信用を含む）の確似及び沿材の提供 ］ 
i lその他 ：．）遵翡I]の出入沿に対する文投
| • 1.1衛隊庇設及訊心1廿J2譴・沿沼における物資の利il: I I み下ろし

] | l 1 •米軍施設・区域内における砂］（詞、給水、給霊‘5•
9 —· 1 ~--~ 米 9ド施設・区域従業員の一IIf」ti曽且

' 1疇 疇 ・柄報の交換

彗戌雷防1、 I・：：言賢芦謬霜謬靡叩頁詞可
呵正・空域調整 I. i i本領域及び］関机•}の洵域における父通詑の増大に 1
1ナ ！ 対応した海上述航調整
る I・ ！本領域及び周l)JJの空域における航空交通行：iiJ及

1 こ竺＇竺雪: --- I 

い
目
的
が
公
表
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
が
ウ
ソ

な
の
は
前
号
で
書
い
た
と
お
り
で
あ
る
（
：
小
樽

に
せ
よ
鹿
児
島
に
せ
よ
、
「
有
事
利
用
」
を
に

ら
ん
だ
港
の
調
査
、
そ
し
て
人
港
に
あ
た
っ
て

の
様
々
な
条
件
に
慣
れ
る
た
め
の
「
慣
熱
訓

練
」
が
そ
の
目
的
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
異
常
で
あ
る
。
一
時
期
に
は

実
に
三
個
の
空
母
戦
闘
団
（
空
母
と
七
ー
八
隻

の
随
伴
艦
で
構
成
）
が
日
本
周
辺
に
い
た
こ
と

に
な
る
。
中
東
か
ら
本
国
に
帰
る
コ
ン
ス
テ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
八
日
佐
世
保
）
、
中
東
に
向
か

う
ニ
ミ
ッ
ツ
そ
し
て
日
本
周
辺
に
と
ど
ま
る
イ

ン
デ
イ
ベ
ン
デ
ン
ス
（
）
た
ま
た
ま
偶
然
の
「
す

れ
違
い
」
で
片
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
＂

そ
の
理
由
を
、
正
直
に
話
し
て
く
れ
た
の

が
、
第
三
艦
隊
の
旗
艦
コ
ロ
ナ
ド
に
乗
っ
て
横

須
賀
に
来
た
ブ
ラ
ウ
ン
中
将
。
＂
第
三
艦
隊
は
、

日
付
変
更
線
の
東
、
米
本
土
近
く
を
責
任
区
域

に
し
て
い
る
C

第
三
艦
隊
所
属
の
船
も
日
付
変

更
線
を
越
え
れ
ば
第
七
艦
隊
の
傘
下
に
入
る
C
,

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ド
は
、
「
第
三
艦
隊
旗
艦
旗

艦
」
の
ま
ま
横
須
賀
ま
で
や
っ
て
き
た
（
＞
そ
れ

だ
け
で
も
た
だ
な
ら
ぬ
気
配
だ
が
、
ブ
ラ
ウ
ン

中
将
に
よ
れ
ば
、
横
須
賀
へ
の
入
港
は
、
「
米

こ
れ
ら
に
か
か
っ
た
費
用
は
、
当
然
す
べ
て

私
た
ち
の
税
金
か
ら
支
払
わ
れ
た
。

平
時
の
「
親
善
」
名
目
で
の
入
港
で
さ
え
、

民
間
港
で
あ
れ
ば
こ
れ
だ
け
の
仕
事
が
必
要
に

な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
「
有
事
」
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
ど
う
な
る
の
か
。

こ
れ
か
ら
、
朝
鮮
半
島
を
爆
撃
に
行
き
ま

す
、
と
い
う
空
母
に
群
が
る
の
は
子
供
連
れ
や

ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
の
女
子
高
生
だ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
3

市
の
職
員
も
民
間
労
働
者
も
今
回
の

新
し
い
「
指
揮
シ
ス
テ
ム
」

テ
ス
ト
の
た
め
に
大
結
集

（
四
ペ
ー
ジ
か
ら
）

海
軍
の
次
肌
代
指
揮
統
制
シ
ス
テ
ム
（
通
称

「
リ
ン
グ
・
オ
ブ
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
）
の
実

験
」
が
目
的
ハ
ー
さ
ら
に
コ
ン
ス
テ
レ
i
シ
ョ
ン

や
ニ
ミ
ッ
ツ
む
こ
の
実
験
に
参
加
し
て
い
た
。

（
九
月
二
三
日
「
朝
日
新
聞
」
]
-

軍
艦
の
大
結
集
は
偶
然
で
は
な
く
、
「
補
給

と
休
養
」
で
も
「
文
化
の
理
鎚
」
を
目
的
と
し

た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
同
じ
記
事
に
は
、
第

七
艦
隊
司
令
官
ナ
タ
ー
中
将
の
次
の
よ
う
な
談

話
も
載
っ
て
い
る
0

「
米
海
軍
に
今
や
、
艦
隊

別
の
境
界
は
な
く
、
横
須
智
碁
地
か
ら
も
世
界

中
の
紛
争
に
即
応
す
る
」
C

本
心
は
「
横
須
賀

基
地
か
ら
も
」
で
な
く
、
「
日
本
の
あ
ら
ゆ
る

港
か
ら
」
と
言
い
た
か
？
た
に
述
い
な
い
。

こ
れ
が
新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
シ
」
の
核
心
で
あ

る
。
「
周
辺
事
態
」
ば
「
地
理
的
概
念
で
は
な

く
、
事
態
の
性
質
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
」

と
い
う
日
米
の
合
意
と
先
の
ナ
タ
｀
＇
，
中
将
の
発

言
を
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
だ
。

ひ
と
た
び
ア
メ
リ
刀
が
「
事
態
の
性
質
」
が

「
有
事
」
で
あ
る
と
認
め
た
な
ら
ば
、
冊
界
の

何
処
で
起
こ
っ
た
「
事
態
」
で
あ
れ
、
日
本
に

と
っ
て
の
「
周
辺
事
態
」
と
な
り
、
日
本
の
戦

争
機
械
は
回
転
を
始
め
る
の
で
あ
る
＾
）
そ
の
機

械
の
働
き
を
最
大
限
に
高
め
る
た
め
に
、
日
米

は
、
「
調
整
メ
カ
一
ー
ズ
ム
」
（
本
当
の
意
味
は

「
共
同
作
戦
本
部
」
）
と
「
共
同
作
戦
計
画
」

を
持
ち
（
そ
こ
に
は
例
え
ば
先
の
一
リ
ン
グ
・

よ
う
に
平
穏
に
空
母
を
受
け
入
れ
な
い
だ
ろ

う
。
だ
い
い
ち
、
市
民
も
市
長
も
労
働
者
も
、

小
樽
が
人
殺
し
の
拠
点
に
な
る
こ
と
に
そ
う

易
々
と
は
同
意
し
な
い
だ
ろ
う
。
今
回
、
「
反

対
す
る
理
由
が
な
い
」
と
受
け
入
れ
た
市
長

も
、
「
軍
事
利
用
は
拒
否
す
ろ
」
と
い
う
立
場

を
変
え
て
は
い
な
い
。

小
樽
の
動
き
に
日
米
の
支
配
者
た
ち
が
抱
い

た
共
通
の
関
心
は
こ
こ
に
あ
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。
い
ざ
、
有
事
と
い
う
時
に
何
が
ハ
ー
ド

●
 

も
う
一
度
問
お
う
。
誰
が
、
こ
ん
な
道
を
選

ん
だ
の
か
）

オ
プ
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
を
米
企
業
か
ら
買
い
、

自
衛
艦
に
装
備
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
だ
ろ

う
）
、
「
共
通
の
準
備
体
制
」
（
同
じ
く
「
即

応
体
制
」
I
t
'
危
機
の
程
度
の
基
準
）
と
「
共
通

の
実
施
要
領
」
（
同
じ
く
「
交
戦
規
則
」
武

カ
行
使
の
基
準
）
を
確
立
す
る
の
で
あ
る
。

誰
が
そ
ん
な
約
束
を
し
て
よ
い
と
い
っ
た
の

ヵ
小
樽
に
目
を
や
ろ
う
。
あ
の
美
し
い
港
町

で
、
空
母
入
港
に
ど
の
よ
う
な
「
民
間
協
力
」

が
行
わ
れ
た
の
か
。
小
樽
「
遠
征
」
か
ら
帰
っ

た
「
ヨ
コ
ス
カ
平
和
船
団
」
の
仲
間
に
聞
い
た

話
で
あ
る
。
v

・
着
岸
地
の
水
深
を
十
三
メ
ー
ー
ト
ル
に
す
る
浚

渫
は
昨
年
ま
で
に
完
了
（
「
四
年
前
」
の
説
も

あ
り
）
。

・
タ
グ
ボ
ー1
卜
は
三
隻
。
て
隻
は
小
樽
市
役
所

所
属
、
一
隻
は
石
狩
新
港
か
ら
。

・
ニ
隻
の
台
船
は
秋
田
県
男
鹿
市
船
川
港
か

ら。•
水
の
補
給
は
市
の
水
道
。
＞

・
ゴ
ミ
は
民
間
業
者
が
収
集
、
市
清
掃
局
へ
c

・
し
尿
船
（
兵
士
用
）
は
横
須
賀
の
民
間
船
。

•
市
の
幹
部
職
員
が
整
理
に
動
員

ル
、
ネ
ッ
ク
に
な
る
の
か
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
と

ネ
ッ
ク
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
，
＇

新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
用
語
を
使
え
ば
'

「
法
的
及
び
政
策
的
検
討
」
つ
ま
り
「
有
事
立

法
」
が
必
要
な
の
か
。
そ
の
実
験
場
に
、
小
樽

の
次
に
選
ば
れ
る
の
は
ど
こ
の
港
な
の
だ
ろ
う

ヵヽ

e
t
c
 

「
民
間
協
力
」
の
ひ
な
形

11
小
樽
で
起
こ
っ
た
こ
と

7
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こ
の
違
和
感
を

と
う
言
い
表
し
た
ら

い
い
の
だ
ろ
う
か

夏
休
み
は
、
と
う
の
昔
に
関
係
の
無
い
身

分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
、
淡
い
桃
色
の

コ
ス
モ
ス
の
花
が
勢
い
よ
く
咲
き
乱
れ
、
最

近
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
草
か
ら
勢
力
園
を
回

復
し
つ
つ
あ
る
薄
の
穂
が
、
金
色
に
色
付
き

は
じ
め
る
と
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も

9
月
と

い
う
の
は
、
意
味
も
な
く
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル

と
言
う
か
、
祭
り
の
後
に
も
似
た
名
残
惜
し

さ
に
支
配
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
九
七
年
九

月
五
日
の
小
樽
は
、
真
夏
の
暑
さ
が
そ
の
ま

ま
残
っ
た
か
の
よ
う
に
、
熱
か
っ
た
。
ま
る

で
北
海
道
中
の
熱
気
が
、
小
樽
に
集
結
し
た

あ
っ
た
も
の
の
こ
れ
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
、
私
も
海
に
落
ち
る
事
無
く
、
無
事
終

了
し
た
た
だ
、
初
め
て
洋
上
デ
モ
と
い
う
も
の
を

経
験
し
た
け
れ
ど
陸
上
で
は
考
え
ら
れ
な
い

規
制
の
態
度
、
タ
グ
ボ
ー
ト
が
体
当
た
り
し

て
く
る
と
か
、
モ
ー
タ
ー
を
利
用
し
て
海
水

を
掛
け
る
と
か
い
う
直
接
的
な
防
御
行
動
に

は
唖
然
と
し
た
3

彼
ら
が
守
っ
て
い
た
の
は
米
艦
隊
で
、
ま

る
で
私
た
ち
の
ほ
う
が
敵
か
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
そ
ん
な
中
で
、
平
和
船
団
の
皆
さ
ん

は
、
海
保
の
連
中
に
は
た
だ
一
言
の
罵
声
も

浴
び
せ
る
事
無
く
、
闘
う
べ
き
相
手
は
別
に

居
る
と
ば
か
り
の
行
動
展
開
が
潔
か
っ
た
C

二

0
年
以
上
も
反
基
地
運
動
を
続
け
て
き
た

し
な
や
か
さ
、
揺
る
ぎ
な
さ
を
垣
間
見
た
よ

う
だ
っ
た
ぐ
―

-
0年
と
い
う
年
月
の
重
み
を

感
じ
た
姿
だ
っ
た
C• 

そ
の
後
、
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ン
デ
ン
ス
と
小
樽

の
町
な
か
を
、
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

町
の
そ
こ
こ
こ
に
セ
ー
ラ
ー
を
着
た
水
兵
の

姿
が
目
立
つ
、
人
目
を
引
く
そ
の
姿
に
群
が

る
若
い
女
の
子
た
ち
（
若
ク
ナ
イ
人
モ
イ
タ

ケ
ド
）
何
だ
か
形
容
し
が
た
い
違
和
感
を
感
じ

た
街
角
の
カ
フ
エ
テ
リ
ア
で
ビ
）
ー
ル
を
飲

小
樽
と
空
母
—

む
姿
は
、
た
し
か
に
キ
マ
ッ
て
る
い
い
男
も

居
た
。
だ
け
ど
そ
れ
は
ま
る
で
現
実
感
の
無

い
フ
ィ
ル
ム
を
見
て
い
る
様
で
、
私
の
違
和

感
は
彼
ら
と
私
の
現
実
の
折
り
合
わ
な
さ
の

様
だ
っ
た
C

も
し
こ
こ
が
小
樽
で
は
な
く
新

潟
だ
っ
た
ら
、
私
の
こ
の
感
覚
は
も
っ
と
深

3人で横須賀を出発した平和船団だったが本田さんのほか、三沢、札幌、小樽から合流。乗船者
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本

田

桂

寿

美

（
市
民
新
党
に
い
が
た
メ
ン
バ
ー
）

[
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
抗
議
•
平
和
船
団
に
参
噌

（
小
樽
市
民
談
）
か
の
よ
う
に
、
冗
談
は
止
せ
と

言
う
く
ら
い
、
本
当
に
暑
か
っ
た
r

)．
 

そ
の
前
日
の
九
月
四
日
の
朝
、
私
は
、
非

核
市
民
宣
言
一
運
動
・
一
ニ
コ
ス
カ
の
平
和
船
団

の
1

行
と
、
新
潟
港
で
合
流
し
小
樽
に
向
か

う
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
込
ん
だ
十
八
時
間
も

か
か
っ
て
、
五
日
朝
五
時
）
ま
だ
夜
の
明
け

ぬ
小
樽
港
に
到
着
し
た

海
上
保
安
庁
に
洋
上
デ
モ
の
手
続
き
の
た

め
立
ち
寄
り
、
彼
ら
が
選
，
ん
で
く
れ
た
と
い

う
、
平
和
船
団
の
出
航
場
所
の
ふ
頭
に
到

着
。
手
慣
れ
た
手
順
で
見
る
見
る
う
ち
に
、

2
隻
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
が
出
来
上
が
る
。
そ
う

こ
う
す
る
う
ち
に
気
が
付
く
と
、
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
大
勢
の
人
達
が
焦
ま
っ
て
き
て
い

た
c

単
独
行
動
を
覚
悟
し
て
い
た
だ
け
に
、

沢
山
の
人
々
と
の
こ
の
出
会
い
は
、
嬉
し

か
っ
た
。

出
発
の
“
儀
式
”
を
終
え
て
、
い
よ
い
よ
出

港
。
渡
さ
れ
た
使
い
込
ま
れ
た
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
が
錆
び
て
い
て
上
が

ら
な
い
。
「
紐
を
縛
っ
て
お
け
ば
大
丈
夫
。

泳
げ
ま
す
よ
ね
？
」
ー
と
い
う
こ
と
は
、
海

に
落
ち
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
な
？
水
泳
部

だ
っ
た
の
で
一
応
泳
げ
る
け
ど
、
以
前
サ
イ

パ
ン
で
、
海
に
沈
ん
だ
ゼ
ロ
戦
を
見
よ
う
と

し
て
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
無
し
で
潜
り
危

う
＜
溺
れ
掛
け
た
こ
と
を
思
い
だ
し
て
し

ま
っ
た
｛
）
あ
の
、
死
神
に
心
臓
を
捕
ま
れ
た

よ
う
な
孤
独
感
を
再
び
味
わ
う
の
は
イ
ヤ
だ

な
ぁ
。
「
落
ち
た
ら
、
海
上
保
安
庁
が
助
け

て
く
れ
る
か
ら
大
丈
夫
。
」
と
の
先
輩
方
の
お

言
葉
を
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
ボ
ー
ト

に
乗
り
込
み
、
い
ざ
本
番
。
飛
び
入
り
の
二

人
乗
り
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
交
え
て
、
三
そ
う

数
珠
つ
な
ぎ
に
な
っ
て
、
入
港
し
て
く
る
イ

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
を
待
っ
0

抗
議
行
動
自

体
は
、
多
少
、
海
上
保
安
庁
と
の
衝
突
は

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
普
段
見
慣
れ
た
街

角
に
い
き
な
り
非
日
常
が
人
り
こ
ん
で
く

る
。
そ
ん
な
違
和
感
だ
っ
た
。

ィ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
を
間
近
で
見
た
と

き
に
、
違
和
感
は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
友
好

ム
ー
ド
を
前
面
に
押
し
出
し
て
、
穏
や
か
な

姿
を
見
せ
て
は
い
る
け
れ
ど
、
こ
の
船
は
確

実
に
大
勢
の
人
間
を
一
度
に
殺
す
こ
と
の
出

来
る
威
力
を
持
っ
て
い
る
c

物
珍
し
さ
に
群

が
る
人
た
ち
を
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
一
度
に

殺
す
こ
と
も
出
米
る
。
そ
う
考
え
る
と
ゾ
ッ

と
し
た
。
こ
ん
な
風
に
お
祭
り
気
分
で
い
る

「
平
和
ボ
ケ
」
し
た
日
本
人
、
そ
し
て
自
分

も
そ
の
一
人
だ
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
イ
ヤ

に
な
っ
た
。

．
 

そ
ん
な
こ
ん
な
で
お
役
に
立
て
た
の
か
ど

う
か
よ
く
判
ら
な
い
私
で
し
た
が
、
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
平
和
船
団
の
皆
さ
ん

と
、
カ
ン
パ
を
し
て
下
さ
っ
た
新
潟
の
皆
さ

ん
に
心
か
ら
お
礼
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本

当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
◆
◆

，
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日出生台を歩いていたら、こんなものに出くわした。
美しい風景には余りにも似合わない。

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
地
元
で
悪
戦
苦
闘
す
る
日
々
c

各

地
か
ら
の
報
告
を
聴
き
な
が
ら
共
感
し
、
驚
嘆

し
、
「
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん

だ
」
と
素
直
に
感
心
。
会
場
に
は
運
動
の
ベ
テ

ラ
ン
も
新
米
も
同
席
。
使
う
言
葉
の
難
易
度

（
日
常
で
の
使
わ
れ
具
合
）
に
も
バ
ラ
つ
き
が

£’ 

e i!: 
nチ薯月 1

炒ャらに

認諺全
んル安 1国
フ全て

オ保iキ
I障iャ

灯

「
イ
チ
ャ
j
バ
チ
ョ
ー
デ
ー
（
会
え
ば
皆
兄

弟
五
姉
妹
）
l

沖
縄
の
こ
の
言
葉
が
象
徴
す

る
「
チ
ャ
ン
フ
ル
フ
ォ
ー
ー
ラ
ム
．
l
l
l
ゆ
ふ
い
ん
」

が
九
月
六
日
、
七
日
の
両
日
情
緒
あ
ふ
れ
る
雨

の
湯
布
院
で
開
催
さ
れ
た
（

「
海
兵
隊
に
感
謝
？
」
そ
ん
な
言
葉
が
聴
か

れ
た
p
}
海
兵
隊
に
米
本
土
に
帰
っ
て
も
ら
お
う

と
い
ら
運
動
が
な
か
っ
た
ら
出
会
う
こ
と
が
な

と
＾
”

イ
チ
ャ
リ
バ
チ
ョ
ー
デ
ー

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
人
々
が
約
四
十
名
集
っ

た
の
だ
｛
J
名
前
だ
け
の
お
付
き
合
い
だ
っ
た
の

が
ウ
ソ
の
よ
う
な
親
し
み
を
持
っ
て
の
ご
対

面
r

l

沖
縄
か
ら
五
名
、
広
島
か
ら
一
二
名
、
佐
世

保
か
ら
二
名
、
熊
本
、
北
九
州
、
山
口
か
ら
・
n

.

と
圧
倒
的
に
西
優
位
で
は
あ
っ
た
が
、
王
城
寺

原
か
ら
の
二
名
の
存
在
が
大
き
く
、
そ
こ
に
東

京
、
神
奈
川
と
参
加
し
て
「
第
一
回
米
海
兵
隊

は
日
本
に
い
ら
な
い
！
全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
作
戦
会
議
」
は
文
字
ど
お
り
全
国
会

議
と
な
っ
た
。

あ
る
の
が
チ
ャ
ン
プ
ル
フ
ォ
ー
＇
フ
ム
ら
し
く
て

よ
か
っ
た
。
課
題
に
当
事
者
と
し
て
取
り
組
む

人
も
狭
い
意
味
で
の
当
事
者
で
は
な
い
身
で
関

わ
る
人
も
イ
チ
ャ
リ
バ
チ
ョ
ウ
デ
ー
で
対
等
な

立
場
で
話
し
合
っ
た
J

多
く
の
人
の
発
言
の
中
で
目
立
っ
た
の
は
戦

争
責
任
問
題
。
現
在
の
緊
急
謀
題
「
新
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
話
は
「
朝
鮮
半
島
有
事
」
の
話
に

な
り
戦
争
責
任
問
題
の
話
に
な
る
の
だ
っ
た
。

、
最
近
韓
国
を
訪
問
し
だ
ら
こ
う
だ
っ
た
あ
あ

-

』

し

日

日

｀

汀

二

[

[

に
ア
ジ
ア
と
の
）
の
必
要
性
と
可
能
性
が
語
ら

れ
た
こ
と
も
戦
争
責
任
問
題
が
話
さ
れ
た
要
因

の
ひ
と
つ
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

も
う
―
つ
は
ど
A

？
し
た
ら
運
動
に
多
く
の
人

の
参
加
が
得
ら
れ
る
か
と
い
う
水
遠
の
課
題
。

そ
れ
さ
え
解
決
出
来
れ
ば
悪
戦
苦
闘
は
な
く
な

る
か
も
？
沖
縄
の
伊
波
さ
ん
や
源
さ
ん
、
新
垣

さ
ん
、
照
屋
さ
ん
、
安
里
さ
ん
、
そ
し
て
呉
の

湯
浅
さ
ん
や
佐
世
保
の
宮
野
さ
ん
か
ら
は
刻
々

と
深
刻
さ
を
増
す
日
米
防
衛
協
力
体
制
の
変
化

を
衷
付
け
る
話
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
話
は

ア
ク
シ
ョ
ン
計
画
に
反
映
さ
れ
た
。

(

M

さ
ん
の
な
い
し
ょ
話
）
地
元
で
の
運

動
っ
て
や
っ
ぱ
り
大
変
。
事
態
は
本
当
に
重

大
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
に
な
か
な
か
大

勢
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え
な
い
も
の
。
今

軍

隊

が

あ

ま

り

に

も

似

合

わ

な

い

町

に

全

国

の

仲

間

が

集

ま

っ

た

山中悦子（編集部・写真も）

王
城
寺
原
葦
の
会

大
内
直
子
さ
ん
の
話

こ
こ
は
湯
布
院
な
の
か
沖
縄
な
の
か
…
、

時
々
ふ
と
わ
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
沖
縄
色
に
満

ち
て
い
た
の
は
テ
ー
＇
マ
も
テ
ー
マ
だ
っ
た
し
、

時
折
―
二
線
の
音
、
島
歌
が
流
れ
た
か
ら
だ
っ
た

の
か
（
）
宿
泊
・
温
泉
付
き
、
格
式
あ
る
旅
館
で

の
食
事
付
き
、
そ
の
上
一
年
に
一
度
の
薪
能
付

き
（
；
．
だ
っ
た
の
だ
が
こ
れ
は
雨
の
た
め
中
学

校
体
育
館
で
の
観
能
に
変
更
さ
れ
た
が
）
、
と

も
あ
れ
、
市
民
運
動
の
集
ま
り
に
は
珍
し
い
優

雅
さ
と
現
実
的
な
話
し
合
い
が
チ
ャ
ン
プ
ル

（
ご
ち
ゃ
ま
翌
）
し
た
二
日
間
だ
っ
た
っ

少
し
違
う
人
た
ち
と
も
一
緒
に
や
っ
て
い

る
。
そ
ち
ら
に
出
る
か
ら
こ
ち
ら
に
も
来
て

ね
っ
て
c

9

自
分
た
ち
が
目
立
つ
の
は
し
ょ
う

が
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
最
近
自
宅
に
公
安

が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
よ
。
情
報
が
欲
し

い
ら
し
い
。

運
動
を
始
め
て
「
知
る
」
と
い
う
こ
と
が

如
何
に
大
事
な
こ
と
か
を
知
っ
た
。
知
ら
な
い

こ
と
が
今
の
政
治
を
支
持
す
る
こ
と
だ
と
わ

か
っ
た
：
大
勢
の
人
が
知
っ
た
こ
と
で
行
動
を

起
し
た
C

自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
ど
ん

な
地
域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
か
を
考
え
て
い
け
ば

運
動
に
つ
な
が
る
。
運
動
を
続
け
る
た
め
に
は

ど
ん
な
地
域
に
し
た
い
か
を
考
え
続
け
て
い
く

こ
と
が
必
要
。
農
産
物
の
産
直
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
政
治
が
見
え
て
く

る
。
今
、
地
元
の
人
に
地
元
に
あ
る
農
業
を
つ

ぶ
し
て
輸
入
に
頼
っ
て
大
丈
夫
？
と
問
い
か
け

て
い
る
。
農
業
問
題
は
都
市
問
題
で
も
あ
る
こ

と
を
み
ん
な
に
気
づ
い
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

る
。
で
も
人
は
日
本
の
農
業
問
題
か
ら
生
協
に

入
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
お
い
し
い
か
ら

入
っ
て
く
る
。
ト
マ
ト
食
べ
て
み
た
？
キ
ュ
ウ

リ
お
い
し
か
っ
た
？
と
聞
く
こ
と
か
ら
い
ろ
い

］ 
] a, 1-\_滋—,~”..鼻,. ~--

沖縄•佐世保・王城寺原の女性たちと
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暮らしの安全保障を考えるチャンプルフォーラムinゆふいん

第 1回「米海兵隊は日本にいらない！」
全国アクションプロジェクト作戦会議

1 1月に全国
キャラバン

ー当面の課題一
i)日米安全保境条約至上主義の排除と憲法の遵守

・日米地位協定見直しから日米安全保簾条約廃

棄へ向けてのプログラム策定

・思いやり予算の撤廃

・反核、軍縮

・民事特例法改正支援

互沖縄の米軍基地の縮小・撤廃

•海兵隊の撤退：
•海上ヘリポート建設阻止
•在日米軍用地の強制使用取消と早期返還

③日米防衛協力のための指針見直し阻止

①正常な地方分権、分財の推進

・米軍用地強制使用手続きの国への移管阻止

・地方自治権の確立

ーこれからの具体的取り組みー

jノ r米海兵隊は日本にいらない」全国アクションプ
ロジェクト展開のための緩やかなネットワークの構

築

②思想・信条を越えた中、市民レベルでの交流の拡

大

③国外へ向けての運動展開

④米海兵隊撤退、在日米軍基地の縮小・撤廃へ向け

てのアクションプログラムの策定

ーアクション計画一

f新ガイドラインJに異議あり！

全国縦断キャラバン

1997.9.6~ 7 

●目的

・［新ガイドライン（日米防衛協力） J反対への

世論形成

・有事立法化の動き阻止

・憲法の危機を訴え、 「安全保陣」についての世

論喚起を！

●実施期間 1997.11.1~3 0 
l 1.3 0 全国一斉行動日

●実施形態
．囀リに拭：キャラ）シカーi掟ら迄い。

•各地域の独自企画…集会講演会学習会
交流会コンサート バザー映画会

・活動する現場からの「報告」や［今後の連帯

行動の提起lを基軸にする
. r市民の声Jを意見書や決議文などに集約し
て政府、政党などへ提出する

●実施ルート

北ルート 北海道東北関東

中部ルート 甲信越中部東海関西

西ルート 沖縄九州中四国

•海兵隊砲撃演習地／米軍基地を抱える地域／日
米合同演習開催地域／有事の際米軍が使いたいと

いっている港や飛行場などの施設のある地域を中

心に全国各地

●本部事務局

くまもと市民センター

神田公司 TEL 096-345 5904 

ろ
話
を
し
て
い
く
っ

身
体
に
は
お
い
し
い
と
感
じ
る
力
が
あ
る
が

そ
れ
を
脅
か
す
も
の
に
対
し
て
は
声
を
あ
げ
よ

ら
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
信
頼
さ
れ
て
初

め
て
「
こ
こ
に
米
軍
が
く
る
」
と
い
う
話
を
す

ー
タ
私
た
ち
の
運
動
は
口
分
た
ち
の
地
域
に
通
じ

る
自
分
た
ち
の
言
葉
で
語
っ
て
進
め
て
い
く
C

米
軍
が
く
来
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
こ
れ
か
ら
運

動
を
ど
ら
し
て
い
く
の
か
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ

だ
け
れ
ど
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
と
思
っ
て
い

る＇
9

3

個
人
的
に
は
、
ま
だ
小
さ
い
子
ど
も
が
い
る

若
い
母
視
だ
か
ら
大
内
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
ご

苦
労
は
あ
る
よ
う
だ
け
れ
ど
、
等
身
大
の
運
動

を
自
分
ら
し
く
が
ん
ば
っ
て
い
る
彼
女
の
さ
わ

や
か
さ
に
皆
感
心
（
，
心
か
ら
激
励
の
拍
手
を

送
っ
た
C

;0', 
ぐ‘

ヽロー~ー：
大内さん

見
渡
す
か
ぎ
り
悠
然
と
広
が
る
な
だ
ら
か
な

草
原
。
す
す
き
の
穂
が
揺
れ
て
ほ
ん
の
少
し
だ

け
秋
の
気
配
が
漂
い
始
め
た
雨
上
が
り
の
日
出

生
台
の
朝
（
）
「
こ
ん
な
い
い
と
こ
ろ
が
基
地
な

ん
だ
」
と
私
が
鵞
き
の
声
を
あ
げ
る
と
案
内
の

衛
藤
さ
人
が
「
日
本
一
す
ば
ら
し
い
と
評
判
の

基
地
だ
か
ら
海
兵
隊
員
も
大
喜
び
す
る
だ
ろ
う

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
（
他

を
知
ら
な
い
か
ら
比
較
は
で
き
な
い
け
れ
ど
絶

対
評
価
で
こ
こ
は
絶
対
い
い
！
「
い
い
と
こ
ろ

だ
」
と
沖
縄
の
照
屋
さ
ん
も
感
心
し
て
い
る
し

伊
波
さ
ん
は
熱
心
に
ビ
デ
オ
撮
り
e

源
さ
ん
は

黙
っ
て
じ
っ
と
草
原
の
彼
方
を
み
つ
め
て
い

る
ー
）
「
王
城
寺
原
で
は
基
地
の
中
は
全
く
見
え

な
い
」
と
和
田
さ
ん
。

海
兵
隊
に
よ
る
実
弾
演
習
の
日
に
政
府
や
防

衛
庁
、
米
軍
の
偉
い
人
で
も
観
閲
す
る
た
め
に

準
備
さ
れ
た
の
か
、
基
地
の
全
景
を
臨
め
る
斜

面
が
一
一
段
に
き
れ
い
に
整
地
さ
れ
て
い
た
c

絶

景
絶
景
•
•
•
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
も
そ
こ
か
ら
見

た
。
草
原
に
は
四
季
折
々
花
も
咲
き
衛
藤
さ
ん

ち
の
牛
も
あ
ち
こ
ち
で
草
を
食
ん
で
い
る
へ
•
こ

こ
に
軍
事
訓
練
は
似
合
わ
な
い
。
米
軍
の
実
弾

演
習
は
も
っ
と
も
っ
と
似
合
わ
な
い
。
基
地
内

に
立
ち
入
り
が
許
さ
れ
た
日
に
湯
布
院
の
皆
さ

ん
は
こ
こ
へ
来
て
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
歌
っ
た

日
出
生
台

昨
年
の
二
月
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
湯

布
院
の
将
来
を
考
え
る
会
」
（
玉
の
湯
内
。
桑

野
和
泉
方
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
湯
布
院
に
米
軍

は
い
ら
な
い
」
を
み
つ
け
た
田
巻
編
集
長
は
早

速
桑
野
さ
ん
に
連
絡
を
取
り
了
解
を
得
て
、

キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
四
四
号
に
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
転
載
し
た
。
そ
れ
が
湯
布
院
と
キ
ャ
ッ
チ

ピ
ー
ス
と
の
初
め
て
の
出
会
い
だ
っ
た
。
あ
の

桑
野
和
泉
さ
ん
に
会
え
る
！
湯
布
院
会
議
の
お

誘
い
は
私
に
と
っ
て
そ
れ
だ
け
で
充
分
魅
力
的

な
話
だ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
湯
布
院
の
キ
ャ
ッ
チ

ピ
ー
ス
デ
ビ
ュ
ー
は
鮮
烈
な
印
象
を
編
集
部
に

残
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

い
ず
み
ち
ゃ
ん
、
あ
き
ら
さ
ん
、
り
ゅ
う

ち
ゃ
ん
、
ま
み
こ
さ
ん
、
け
ん
た
ろ
う
さ
ん
、

や
っ
ち
ゃ
ん
・
・
・
、
湯
布
院
の
人
た
ち
は
み
ん
な

お
互
い
を
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
っ
て

い
た
。
こ
こ
に
来
て
「
気
持
ち
の
ゆ
と
り
」
が

人
を
素
敵
に
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ

た
。
誰
も
が
笑
み
を
絶
や
さ
ず
急
が
ず
慌
て

ず
、
そ
し
て
す
ご
い
パ
ワ
ー
を
爆
発
さ
せ
て

次
々
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。
温
泉
と
美
し

い
も
の
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
に

は
か
な
わ
な
い
…
？
で
し
ょ
う
か
。9

◆
◆

事務局の浦田さんのお家は酒屋さん。．店先に

はしつかり演習反対の看板が、 ＇ 

湯
布
院

り
し
た
と
い
う
。
も
し
基
地
が
な
か
っ
た
ら
湯

布
院
を
訪
れ
る
観
光
客
は
間
違
い
な
く
こ
こ
に

も
足
を
運
ぷ
だ
ろ
う
。
湯
布
院
の
人
た
ち
が
自

分
た
ち
で
生
み
育
て
た
文
化
と
共
に
こ
の
美
し

い
自
然
、
緑
の
草
原
を
堂
々
と
自
慢
で
き
る
日

が
来
る
の
は
い
つ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

基
地
を
見
て
の
帰
り
道
自
衛
隊
の
訓
練
車
両

に
出
会
っ
た
c

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
！
注
意

さ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
内
心
ド
キ
ド
キ
だ
っ

た
が
大
丈
夫
だ
っ
た
。
と
が
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
ド
キ
ド
キ
の
理
由
は
も
う
ひ
と
つ
r

)

砲
撃

台
を
真
近
に
見
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
だ
っ
た
。

初
め
て
見
た
、
本
物
だ
！
ド
キ
ド
キ
・
・
・
。
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沖
縄
海
兵
隊
の
全
国
化

沖縄か
沖縄がかわれば

〒901-22

沖縄県宜野湾市志真志517-1

沖縄判炉教平和tンタ一気付

TEL 098(898)6628 

FAX 098(897)6653 

郵便振替鹿児島2-11249

「
沖
縄
か
ら
」

「
沖
縄
ボ
イ
ス
」

編
集
委
員

i
bol報
告
⑳

ゅヵ洋平太アジア

伊
波
社
一

（
沖
縄
県
議
会
議
員
・
前
沖
縄
中

部
地
区
労
事
務
局
長
）

全
国
へ
拡
大
さ
れ
る
米
軍

日
米
防
衛
協
力
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
発
表
を

前
に
、
先
取
り
的
に
全
国
各
地
の
民
間
港
湾
へ

の
米
軍
艦
の
寄
港
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い
る

が
、
沖
縄
で
も
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
ヘ
の
米
軍
艦

船
の
頻
繁
な
寄
港
が
続
き
、
実
弾
砲
撃
演
習
の

本
土
移
転
に
と
も
な
う
一
五
五
ミ
リ
櫂
弾
砲
や

軍
車
両
な
ど
は
那
覇
軍
港
か
ら
日
本
政
府
手
配

の
民
間
船
が
運
送
し
、
米
軍
人
を
輸
送
す
る
た

て
消
火
に
あ
た
っ
た
(
i

．
几
月
十
―
1

日
の
迫
撃
砲
の
実
弾
訓
練
で
は
金

武
町
の
伊
芸
区
は
激
し
い
炸
裂
音
に
包
ま
れ

た
：
演
習
が
行
な
わ
れ
る
レ
ン
ジ
四
は
実
弾
砲

撃
演
習
の
着
弾
地
近
く
の
射
繋
場
で
沖
縄
高
速

自
動
車
道
か
ら
約
三
白
メ
ー
，
ト
ル
、
伊
芸
区
か

ら
4

バ
百
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
。
伊
芸
区
の
安
富
祖

区
長
は
「
県
道
一

0
四
号
趣
え
訓
練
が
本
土
に

移
／
二
J
も
、
実
態
は
変
わ
ら
な
い
，
，
住
宅
地
の

近
く
で
実
弾
が
飛
び
交
っ
て
い
る
現
実
を
知
っ

て
ほ
し
い
ー
一
と
訴
え
て
い
る
。

北
海
道
の
矢
臼
別
（
や
ら
す
ぺ
つ
）
演
習
場

を
始
め
、
ナ
で
に
演
習
が
行
な
わ
れ
た
山
梨
県

の
北
富
士
演
習
場
、
こ
れ
か
ら
の
宮
城
県
の
王

城
寺
原
（
お
う
じ
ょ
ら
じ
は
ら
）
、
大
分
県
の

日
出
生
台
（
ひ
じ
ゅ
う
だ
い
）
、
な
ど
へ
の
米

軍
演
習
の
移
転
は
、
自
衛
隊
と
米
軍
の
日
常
的

な
連
携
強
化
と
七
月
二
十
九
日
の
日
経
が
報
じ

て
い
る
よ
う
に
米
軍
に
移
動
の
た
め
の
全
国
の

民
間
イ
ン
フ
ラ
の
実
地
調
査
を
行
な
う
口
実
と

な
っ
て
い
る
C-

日
経
報
道
に
よ
る
と
自
民
党
の
鈴
木
宗
男
副

幹
事
長
は
釧
路
市
内
で
記
者
会
見
し
、
在
沖
米

箪
の
矢
臼
別
演
習
場
へ
の
砲
撃
訓
練
移
転
に
関

連
し
て
、
米
軍
が
七
月
下
旬
に
道
東
の
港
湾
、

め
に
自
衛
隊
機
が
嘉
手
納
基
地
に
飛
来
す
る
な

ど
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
先
取
り
と
い
う
べ
き
日

米
防
衛
協
力
が
進
行
し
て
い
る
。

嘉
手
納
基
地
で
は
、
ほ
と
ん
ど
自
衛
隊
機
を

見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
九
月
十
八

H
か
ら

二
十
九
日
ま
で
の
北
海
道
・
矢
臼
別
演
習
場
で

の
実
弾
砲
撃
演
習
に
む
け
て
九
月
八
日
に
先
遣

隊
百
五
十
名
を
運
ぶ
た
め
に
新
空
自
衛
隊
の

C

1
3
0輸
送
機
四
機
が
飛
来
、
中
標
津
空
港
に

む
け
て
飛
び
立
っ
た
（
）

本
隊
ニ
ニ

0
人
は
九
月
十
八
日
に
航
空
自
衛

隊
の
輸
送
機
五
機
で
嘉
手
納
培
地
を
出
発
し

た。
今
回
の
輸
送
協
力
は
、
日
米
共
同
訓
練
で
場

合
の
よ
う
な
日
米
物
品
・
役
務
相
互
協
力
協
定

に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
米
軍
単
独
の
演
習

の
た
め
に
自
衛
隊
法
百
条
（
土
木
工
事
等
の
受

託
）
を
初
め
て
適
用
し
た
も
の
で
、
無
理
な
条

文
解
釈
に
よ
り
自
衛
隊
機
を
利
用
す
る
今
回
の

例
は
、
米
軍
の
た
め
の
一
方
的
な
便
益
供
与
を

行
な
う
こ
と
が
無
制
限
に
拡
大
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
示
す
も
の
だ
。

ま
た
、
報
道
に
よ
る
と
、
夜
間
砲
撃
の
な

か
っ
た
沖
縄
と
違
い
、
米
軍
は
演
習
の
本
土
移

転
に
際
し
て
午
後
十
時
ま
で
の
夜
間
砲
撃
訓
練

を
北
富
士
演
習
楊
で
も
実
施
し
、
今
回
も
矢
臼

別
演
習
場
で
実
施
す
る
予
定
｛
，
地
元
の
別
海
町

の
佐
野
刀
町
長
は
夜
聞
訓
練
の
中
止
を
申
し
人

空
港
、
道
路
を
調
査
し
“
上
陸
地
点
”
を
選
ぶ
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
根
室
市
議
会
が
地
元
の
花

咲
港
を
米
軍
の
上
陸
港
す
る
要
望
書
を
採
択
し

た
こ
と
に
つ
い
て
「
あ
り
が
た
い
」
と
述
べ

t
 鈴木
氏
は
九
月
＋
’
-
日
の
内
閣
改
造
で
沖

縄
・
北
海
道
開
発
庁
長
官
に
起
用
さ
れ
、
矢
臼

別
演
習
場
で
の
実
弾
砲
撃
演
習
を
前
に
九
月
十

六
日
夜
、
鈴
木
長
官
主
催
で
別
海
町
の
自
衛
隊

駐
屯
地
に
お
い
て
米
海
兵
隊
歓
迎
夕
食
会
を
恨

室
市
長
や
商
工
関
係
者
に
日
本
人
三
十
名
と
米

軍
約
三
十
名
の
参
加
で
開
催
し
た
が
、
出
席
者

か
ら
会
費
を
徴
収
せ
ず
公
職
選
挙
法
違
反
の
疑

い
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

移
転
後
も
演
習
被
害
の
継
続
す
る
沖
縄
現
地

や
移
転
先
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
規
模
や
時

間
を
拡
大
し
て
砲
撃
演
習
を
強
行
す
る
米
軍
に

対
し
て
鈴
木
長
官
が
歓
迎
会
を
開
催
し
た

ニ
ュ
ー
ス
に
沖
縄
県
民
の
多
く
は
驚
き
、
違
和

感
を
も
っ
て
い
る
。
北
海
道
の
多
く
の
道
民
も

そ
う
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

政
府
主
導
の
こ
の
よ
う
な
米
海
兵
隊
の
全
国

化
を
つ
づ
け
れ
ば
、
沖
縄
の
よ
う
に
い
つ
の
日

か
、
手
痛
い
し
っ
へ
返
し
を
国
民
か
ら
日
本
政

府
が
受
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

普
天
間
基
地
の
返
還
に
と
も
な
う
代
替
ヘ
リ

ポ
I
'

し
＇
と
し
て
名
護
市
辺
野
古
に
あ
る
キ
ャ
ン

フ
シ
ュ
ワ
プ
沖
に
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ー
ト
基
地
を
建

設
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
反
対
す
る
名
護

市
民
の
意
志
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
「
ヘ
リ
基
地

反
対
市
民
投
票
条
令
制
定
請
求
」
が
全
有
権
者

の
過
半
数
を
超
え
る
一
万
九
千
七
百
一
二
十
四
人

海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
問
題
が
山
場
に
辺野古の海に蘇生す珊瑚礁（撮影：高橋宏明）

名護市民の会作成の絵はがきの1枚（詳しくは18ページ）

れ
て
い
る
が
、
海
兵
隊
の
責
任
者
は
、
重
要
な

訓
練
な
の
で
ぜ
ひ
実
施
し
た
い
と
し
て
い
る
。

矢
臼
別
演
習
場
で
は
北
富
士
の
三
倍
以
上
の

規
模
と
兵
員
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
、
米
軍
は

本
土
移
転
に
よ
っ
て
砲
撃
演
習
の
大
規
模
化
に

よ
る
質
的
な
転
換
を
計
ろ
う
と
し
て
お
り
、
そ

の
こ
と
を
日
本
政
府
が
容
認
し
て
い
る
こ
と
は

問
題
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
政
府
が
演
習
移
転
先
の
自
治
体

や
住
民
に
沖
縄
の
た
め
に
演
習
移
転
を
受
け
入

れ
る
よ
う
説
得
し
た
の
と
裏
腹
に
、
演
習
が
移

転
し
た
金
武
町
の
キ
ャ
ン
プ
ハ
ン
セ
ン
演
習
場

で
は
県
道
を
封
鎖
し
て
の
櫂
弾
砲
演
習
が
無
く

な
っ
た
に
代
わ
り
に
迫
撃
砲
や
小
銃
な
ど
の
演

習
が
激
化
し
、
地
域
住
民
は
い
ら
だ
っ
て
い

る。
米
軍
の
実
弾
砲
撃
演
習
の
移
転
に
よ
っ
て
沖

縄
で
は
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
る
小
火
器
や
迫
撃

砲
溜
習
に
よ
る
演
習
被
害
が
多
く
な
っ
て
お

り
、
数
多
い
迫
撃
砲
な
ど
の
演
習
の
た
め
に
山

火
事
が
五
月
末
か
ら
九
回
も
発
生
し
て
い
る
。

九
月
十
八
日
に
は
七
時
間
燃
え
統
け
た
原
野
火

災
で
約
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
百
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
が
焼
失
し
た
。
一
時
は
民
間
地
域
へ
の
延

焼
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
金
武
町
の
消
防
車
が
出

金
武
町
で
は
迫
撃
砲
が
激
化
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分
の
署
名
を
集
め
て
名
護
市
に
提
出
さ
れ
て
い

る
が
、
九
月
定
例
名
護
市
議
会
で
ニ
ト
五
日
に

上
程
、
二
十
九
日
採
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
海
上
ヘ
リ
建
設
の
調
査
を
容
認
し
、
政
府

に
振
興
策
を
求
め
て
い
る
名
護
市
長
の
意
見
書

が
注
目
さ
れ
る
が
、
市
議
会
で
多
数
の
与
党
会

派
は
条
令
案
否
決
の
姿
勢
を
変
え
て
い
な
い
。

市
民
投
票
推
進
協
議
会
で
は
、
否
決
に
対
し
て

は
議
会
解
散
請
求
も
考
え
つ
つ
、
市
議
会
与
党

議
員
へ
市
民
投
票
条
令
に
賛
成
す
る
よ
う
説
得

を
続
け
て
い
る
。

山
場
に
来
て
い
る
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
問

題
を
有
利
に
展
開
す
る
た
め
に
、
日
本
政
府

は、

N
T
T
電
話
案
内
や
国
立
上
業
託
等
専
門

学
校
の
誘
致
な
ど
地
域
振
興
策
を
打
ち
出
し
て

お
り
、
九
月
の
内
閣
改
造
で
も
沖
縄
開
発
庁
の

政
務
次
官
に
名
護
市
出
身
の
嘉
数
知
賢
衆
院
議

員
を
任
命
し
、
九
月
十
七
日
に
は
梶
山
前
官
房

長
官
が
名
護
市
を
訪
ね
比
嘉
名
護
市
長
と
約
―
―
―

十
分
会
談
し
た
。
会
談
後
、
梶
山
前
官
房
長
官

は
事
前
調
査
容
認
へ
の
お
礼
を
述
べ
た
と
説

明
、
さ
ら
に
北
部
振
典
策
へ
「
思
い
人
れ
が
あ

る
」
と
強
調
し
た
。
そ
の
後
、
北
部
市
町
村
や

議
会
の
代
表
と
懇
談
し
、
翌
日
は
、
大
田
知
事

と
懇
談
、
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
へ
の
県
の
関

与
を
求
め
た
模
様
。

の
振
興
策
へ
の
熱
い
期
待
が
語
ら
れ
た
。

反
対
派
は
、
海
上
ヘ
リ
基
地
が
建
設
さ
れ
れ

ば
、
基
地
は
固
定
化
さ
れ
、
子
や
孫
の
代
ま
で

な
く
な
ら
な
い
と
し
て
、
名
護
市
民
の
意
志
を

問
う
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

九
月
十
二
日
に
は
、
ロ
ー
カ
ル
紙
が
主
催
し

て
現
地
の
名
護
市
で
も
「
海
上
基
地
と
北
部
振

興
」
を
テ
ー
マ
に
討
論
会
が
開
催
さ
れ
た
c

賛

成
側
に
西
田
自
民
党
県
連
会
長
と
辺
野
古
活
性

化
促
進
協
会
長
、
反
対
側
に
玉
城
義
和
社
民
党

県
議
が
宮
城
市
民
投
票
推
進
協
代
表
が
発
言
者

と
な
っ
た
。
北
部
振
興
の
最
大
の
好
機
と
と
ら

え
る
賛
成
派
と
基
地
の
県
内
移
設
に
反
対
す
る

反
対
派
の
意
見
は
平
行
線
の
ま
ま
終
わ
っ
た
。
）

一
部
の
建
設
業
界
を
中
心
に
推
進
派
が
形
成

さ
れ
て
い
る
が
、
県
民
の
多
く
が
県
内
移
設
の

反
対
と
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
建
設
に
反
対
し

て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
C

い
よ
い
よ
名

護
市
民
投
票
の
実
施
が
決
ま
れ
ば
、
反
対
、
推

進
の
両
派
と
も
に
、
さ
ら
に
激
し
い
運
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

県
民
投
票
か
ら
一
年

少
女
暴
行
事
件
と
一

0
・
ニ
＿
県
民
大
会
か

ら
数
え
る
と
一
一
年
に
な
ろ
う
と
す
る
沖
縄
で
、

奇
し
く
も
県
民
大
会
の
会
長
を
努
め
た
当
時
の

嘉
数
知
賢
県
議
会
議
長
と
事
務
局
長
だ
っ
た
玉

梶
山
前
官
房
長
官
の
来
沖
は
、
海
上
ヘ
リ

ポ
ー
ト
推
進
派
が
商
工
業
関
係
者
を
中
心
に
名

護
市
活
性
化
促
進
市
民
大
会
を
初
め
て
開
催
し

た
十
九
日
の
直
前
に
あ
た
り
、
関
係
者
の
同
大

会
参
加
を
促
す
無
言
の
圧
力
と
な
っ
た
。
推
進

派
の
活
性
化
促
進
市
民
大
会
に
は
約
千
名
が
参

加
し
た
が
、
会
場
で
弁
当
や
飲
み
物
が
配
ら
れ

る
な
ど
商
工
業
者
が
従
業
員
を
参
加
さ
せ
た
よ

う
だ
。
比
嘉
名
護
市
長
も
壇
上
に
立
ち
挨
拶
し

た。
一
方
、
海
上
ヘ
リ
ポ
，
i
卜
建
設
に
反
対
す
る

市
民
・
労
働
団
体
も
、
初
め
て
の
一
万
人
規
模

の
県
民
大
会
を
同
日
那
覇
市
で
閉
催
し
た
c

県

議
会
与
党
会
派
の
よ
び
か
け
で
社
民
党
、
社
会

大
衆
党
、
共
産
党
、
公
明
沖
縄
の
各
政
党
に
沖

縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
i
な
ど
に
加
盟
す
る
労
働

組
合
、
共
産
党
系
の
団
体
、
反
戦
地
主
会
な
ど

の
多
く
の
市
民
運
動
団
体
が
参
加
し
た
。
特

に
、
名
護
市
民
投
票
推
進
協
議
会
や
辺
野
古
地

区
の
ヘ
リ
ボ
ー
ト
基
地
建
設
措
置
反
対
協
議
会

（
命
を
守
る
会
）
か
ら
も
多
く
の
代
表
が
参
加

し
、
集
会
後
の
デ
モ
で
は
先
頭
に
な
っ
て
地
元

の
反
対
の
意
志
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

那
覇
市
の
固
際
通
り
で
は
、
デ
干
に
対
し
て

拍
手
や
手
を
振
っ
て
応
援
す
る
な
ど
、
従
来
の

城
義
和
社
民
党
県
議
の
二
人
が
名
護
市
選
出
で

あ
っ
た
が
故
に
、
嘉
数
氏
が
沖
品
開
発
庁
の
政

務
次
官
と
な
っ
て
海
上
へ
り
ホ
ー
ト
建
設
を
推

進
す
る
側
に
な
り
、
玉
城
氏
は
反
対
派
の
先
頭

に
立
っ
て
い
る
。
県
民
投
票
か
ら
九
月
七
日
で

一
年
と
な
る
が
、
在
沖
米
軍
基
地
の
整
理
縮

小
・
撤
去
を
求
め
た
沖
縄
県
民
乞
，
運
動
の
う
ね

り
は
、
大
田
知
事
の
縦
覧
代
行
応
諾
を
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
日
米
の

S
F
A
C
o合
意

と
共
に
、
日
本
政
府
が
提
示
し
、
沖
縄
側
が
飛

び
付
い
た
沖
縄
振
輿
策
に
よ
っ
て
か
き
消
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

九
月
の
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
琉
球
新
報
と
も
に

県
民
投
票
お
よ
び
知
事
の
代
打
応
諾
か
ら
一
年

に
あ
た
り
七
名
の
識
者
や
関
係
者
の
論
評
を
掲

載
し
て
い
る
。
佐
久
川
政
一
沖
大
教
授
（
県
民

投
票
推
進
協
議
長
）
、
新
崎
盛
輝
沖
大
教
授

(
―
坪
反
戦
地
王
会
世
話
人
）
、
米
盛
祐
二
琉

大
名
誉
教
授
、
商
良
鉄
美
琉
大
教
授
、
古
悶
里
鈴

代
（
基
地
・
軍
隊
を
許
さ
な
い
行
動
す
る
女
た

ち
の
会
共
同
代
表
）
等
か
一
年
を
振
り
返
り
論

評
し
て
い
る
が
、
総
じ
て
、
大
田
知
事
の
県
民

投
票
か
ら
五
日
後
の
公
告
縦
覧
代
行
受
諾
が
、

そ
の
後
の
沖
縄
基
地
問
題
焙
決
の
流
れ
を
基
地

問
題
と
経
済
・
振
典
策
の
取
り
引
き
に
変
え
て

し
ま
っ
た
と
認
識
し
、
基
地
問
題
と
振
興
策
の

取
り
引
き
に
厳
し
い
批
判
を
し
て
い
る
C

も
ち

ろ
ん
、
取
り
引
き
の
当
事
者
は
、
一
方
が
日
本

反
対
派
、

推
進
派
が
同
日
に
集
会

デ
モ
と
は
違
う
反
応
が
多
く
見
ら
れ
た
。
基
地

の
県
内
移
設
反
対
、
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
反

対
、
名
護
市
民
投
票
実
施
へ
の
県
民
世
論
の
支

持
を
沿
道
か
ら
感
じ
る
デ
モ
行
進
だ
っ
た
。
途

中
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
喜
納
昌
吉
さ
ん
が
彼

の
ラ
イ
プ
ハ
ウ
ス
か
ら
飛
び
出
し
て
来
て
、
辺

野
古
区
民
に
合
流
し
て
デ
モ
に
最
後
ま
で

加
わ
っ
た
。

討
論
会
が
相
次
＜

海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
反
対
運
動
に
対
抗
し
て
建

設
推
進
の
側
か
ら
も
積
極
的
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
九
月
は
、
海
上
ヘ
リ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の
反
対
派
と
賛
成
派
の
討
論

会
が
相
次
い
だ
。

九
月
五
日
に
は
大
学
生
や
高
校
生
な
ど
若
者

達
が
主
催
し
た
「
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
て
何
だ

ば
ー
（
何
な
の
）
」
討
論
会
が
那
覇
市
内
で

延
々
六
時
間
開
か
れ
、
約
百
五
十
人
が
参
加
し

た
。
推
進
派
と
し
て
県
内
最
大
の
土
木
建
築
会

社
の
国
場
組
会
長
と
辺
野
古
活
性
化
促
進
協
議

会
長
、
反
対
派
と
し
て
は
建
築
家
で
あ
る
真
喜

志
好
一
さ
ん
、
名
護
市
民
投
票
推
進
協
議
会
代

表
の
宮
城
康
博
さ
ん
が
発
言
し
た
。
推
進
派
の

主
張
は
、
「
理
想
論
で
は
飯
食
え
な
い
」
と
し

て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
当
時
の
辺
野
古
の
町
の
賑

わ
い
を
も
う
一
度
取
り
戻
す
た
め
に
日
本
政
府

政
府
で
あ
り
、
他
方
は
大
田
県
政
で
あ
る
。

米
盛
祐
二
琉
大
名
誉
教
授
は
、
大
田
知
事
は

特
別
立
法
を
避
け
る
た
め
に
代
行
受
諾
し
た
よ

う
だ
が
、
む
し
ろ
代
行
受
諾
に
よ
っ
て
米
軍
用

地
特
措
法
改
正
が
や
り
や
す
く
な
っ
た
と
指

摘
。
ま
た
、
「
知
事
は
以
前
は
い
ろ
ん
な
人
々

の
意
見
に
耳
を
貸
し
て
い
た
が
、
こ
の
ご
ろ
は

基
地
に
反
対
し
て
い
る
運
動
体
そ
の
も
の
を
煙

た
が
っ
て
い
る
。
ま
と
も
な
こ
と
を
し
て
い
る

つ
も
り
だ
ろ
う
が
、
は
た
か
ら
み
る
と
決
し
て

そ
う
で
は
な
い
」
と
手
厳
し
い
。
知
事
へ
の
信

頼
と
期
待
を
捨
て
て
い
な
い
と
も
述
べ
て
い
る

マ
、
。ヵ
高
良
鉄
美
琉
大
教
授
も
、
県
民
が
主
役
の
県

民
投
票
が
わ
ず
か
五
日
で
反
古
に
さ
れ
た
こ
と

に
多
く
の
県
民
が
チ
ル
ダ
イ
（
脱
力
感
）
を
感

じ
て
し
ま
っ
た
と
述
べ
、
し
か
し
、
県
民
が
主

役
と
な
っ
て
い
つ
の
日
か
沖
縄
の
平
和
へ
の
思

い
が
世
（
論
）
世
（
紀
）
•
世
（
界
）
ー
【
ユ
ー
・

ユ
ー
・
ユ
ー
一
を
動
か
す
こ
と
へ
の
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。
商
里
鈴
代
さ
ん
も
女
性
の
立
場
で
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
県
内
移
設
で
な
に
も
変
わ
っ
て

い
か
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
大
田
知
事
が
「
少

女
の
尊
厳
を
守
り
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫

び
し
ま
す
」
と
言
っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
、

い
ま
の
大
田
県
政
の
目
が
振
興
策
ば
か
り
に
向

い
て
い
る
と
指
摘
、
基
地
あ
る
が
ゆ
え
の
人
権

侵
害
や
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
へ
の
視
点
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あいば野での r-
「日米軍事演習」を：、
やめろ！ 兵庫＼京都

地元紙への意見広告にご協力を
ぁ内i野「日米軍事演習」に反対する京滋住民ネじ［＇こり：大阪

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
評
価
が
大
田
県
政
に
対

す
る
県
民
の
認
識
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
大
田
知

事
が
海
上
ヘ
リ
ホ
ー
ト
基
地
を
容
認
す
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
県
民
の
知
事
離
れ
は
加
速
す
る
だ

ろ
う
。ひ
と
つ
の
危
険
信
号
と
し
て
、
大
田
県
政
と

総
理
官
邸
と
の
密
接
な
関
係
が
、
県
政
の
中
で

の
手
続
き
よ
り
、
官
邸
サ
イ
ド
の
政
治
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
物
事
を
決
め
て
い
く
傾

向
が
強
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
沖
縄
全
県
フ
リ
ー

ゾ
ー
ン
化
を
め
ざ
す
沖
縄
県
の
手
順
を
み
て

も
、
十
一
月
ニ
―
日
の
沖
縄
返
還
二
十
五
周
年

記
念
式
典
で
の
総
理
談
話
へ
の
盛
り
込
み
を
め

ざ
し
て
極
め
て
短
期
間
に
決
定
し
よ
う
と
い
う

意
図
が
見
え
る
3

こ
の
よ
う
な
中
で
十
月
で
任
期
を
迎
え
る
古

元
副
知
事
の
再
任
を
巡
っ
て
県
議
会
与
党
か
ら

否
定
的
な
意
見
が
相
次
い
だ
の
も
吉
元
副
知
事

が
県
議
会
よ
り
官
邸
優
先
し
て
物
事
を
決
め
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
。

大
田
県
政
は
、
自
立
の
た
め
の
振
興
策
を
求

め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
経
済
的
自
立
だ
け
で
な

く
精
神
的
自
立
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

か

ろ

う

か

。

（

九

月

二

十

日

記

）

厳
し
い
大
田
知
事
へ
の
評
価

を
大
田
知
事
に
求
め
て
い
る
Q

'
·
一
—
'

滋
賀
県
あ
い
ば
野
（
饗
庭
野
）
演
習
場
で
陸

上
自
衛
隊
と
米
陸
軍
が
十
；
月
四
日
か
ら
十
一

月
十
七
日
、
新
潟
県
関
山
演
習
場
で
陸
上
自
衛

隊
と
米
海
兵
隊
が
十
一
月
三
日
か
ら
十
一
月
十

五
日
に
か
け
て
、
実
動
演
習
を
行
な
う
こ
と
が

こ
の
夏
発
表
さ
れ
ま
し
た
3

あ
い
ば
野
演
習
楊
は
、
琵
琶
湖
の
湖
西
に
広

が
る
あ
い
ば
野
入
地
を
使
っ
た
陸
上
自
衛
隊
の

演
習
場
で
す
中
部
方
面
隊
（
中
部
、
近
畿
、

四
国
、
中
国
地
方
）
の
演
習
場
と
し
て
は
最
大

規
模
の
も
の
で
、
総
面
秘
は
二
二
五
四
万
平
方

メ
ー
ト
ル
、
約
万
キ
ワ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
広
さ

が
あ
り
ま
す
（
）

こ
れ
ま
で
の
演
習

七
八
年
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
以
降
、
各
地

で
自
衛
隊
と
米
軍
の
共
同
演
習
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
関
西
地
区
で
は
こ
れ
ま
で
に
三
度

行
わ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
い
ず
れ
も
あ
い
ば
野

演
習
場
で
、
八
六
、
八
七
、
九
一
年
に
行
わ
れ

た
演
習
は
い
ず
れ
も
中
部
方
面
部
隊
と
沖
縄
の

海
兵
隊
と
の
演
習
で
し
た
（
／
今
回
初
め
て
ハ
ワ

イ
か
ら
米
陸
軍
が
や
っ
て
き
ま
す
J

こ
れ
ま
で
大
き
な
事
故
こ
そ
起
こ
っ
て
い
ま

ヘリポートいらな
い名護市民の会の

ちふ：. • 

命育む美ら海

海上ヘリポート基地の建設予定地・名護市

辺野古の海は、豊かな生命が息づく美しい

サンゴ礁の海 6枚組の絵はがき1枚1枚が
私たちに静かに語りかける。 「この海を殺

さないで」。 潟集部）

日
米
両
政
府
に
よ
っ
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直

し
ー
ー
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
最
終
報
告
が
九
月
下

旬
に
出
さ
れ
、
十
一
月
に
承
認
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
演
習
は
ち
ょ
う
ど
時
期
が

重
な
り
、
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
先
取
り
的

性
格
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

民
間
人
や
自
治
体
も
全
面
的
に
米
軍
に
協
力

さ
せ
る
と
い
う
の
が
こ
の
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
眼
目
で
す
。
空
母
イ
ン
デ
イ
ベ
ン
デ
ン

ス
の
小
樽
港
へ
の
入
港
を
は
じ
め
と
し
て
、
米

軍
は
民
間
施
設
の
利
用
露
骨
に
要
求
し
始
め
ま

し
た
。
関
西
で
は
、
神
戸
港
、
大
阪
港
、
舞
鶴

港
、
関
西
新
空
港
な
ど
の
使
用
を
求
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
小
松
基
地
な
ど
の
米
軍
共
用

空
港
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
浪
習

を
口
実
に
こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
す
る
恐
れ
が

十
分
に
あ
り
ま
す
。

港
な
ど
民
間
施
設

を
利
用
か
？

せ
ん
が
、
演
習
の
度
に
米
軍
に
対
す
る
不
安
や

反
対
の
声
が
上
が
り
、
集
会
や
デ
モ
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

—：べ-rマ―-一—:—··—.一―_~——~— 
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青
木
雅
彦

（
反
戦
ド
タ
バ
タ
会
議
）

あ
い
ば
野
で
の
演
習
は
周
辺
住
民
の
問
題
で

あ
る
と
同
時
に
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
な
ど
関
西

に
住
む
住
民
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
（
；
危
険
な

演
習
を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
c

九

月
七
日
、
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
の
住
民
が
集
ま

り
相
談
会
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
場
で
、
軍
事

演
習
に
反
対
す
る
、
ゆ
る
や
か
な
連
絡
会
が
結

成
さ
れ
、
次
の
取
り
組
み
が
決
ま
り
、
現
在
動

劣
化
ウ
ラ

ど
こ
に
行

「
在
日
海
兵
隊
か
ら
撤
去
」

報
道
で
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
、
日
本
政
府
の

不
作
為
と
無
責
任

冷
め
や
す
い
日
本
の
世
論
を
反
映
し
て
い
る

の
か
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に
一
見

直
」
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
配
慮
か
ら
か
、
今

年
の
広
島
・
長
崎
の
原
爆
式
典
で
も
そ
れ
ぞ
れ

の
街
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
に
対

す
る
言
及
は
、
両
市
長
か
ら
は
な
さ
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
半
年
前
の
烏
島
の
「
誤

射
l

事
件
を
忘
却
の
彼
方
に
置
い
て
い
る
日
本

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
は
少
し
違
っ
て
、
国
際

京
滋
住
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
足

京
都
、
大
阪
に
住
む
人
間
は
そ
の
生
活
用
水

の
多
く
を
琵
琶
湖
に
頓
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
っ
琵
琶
湖
は
近
畿
の
命
の
水
瓶
で
す
。
演
習

場
は
琵
琶
湖
の
湖
岸
に
位
置
し
、
も
し
こ
こ
が

汚
染
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

直
ち
に
近
畿
に
住
む
住
民
の
命
に
関
わ
る
問
題

と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
米
軍
は
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
「
誤

射
」
や
基
地
の
恒
P
C
B
汚
染
な
ど
で
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
環
境
を
破
壊
し
汚
染
す
る
元
凶

以
外
の
何
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
米
軍
の
演
習

に
よ
っ
て
私
た
ち
の
命
が
脅
か
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

軍
は
び
わ
湖
を
汚
す
な
＇
・

き
出
し
て
い
ま
す
c

関
係
自
治
体
へ
の
公
閉
質
問
状

地
元
新
聞
に
意
見
広
告
掲
載

広
く
個
人
、
団
体
と
共
闘
し
て
の
現
地
集
会

現
地
調
査

●
自
治
体
へ
の
公
開
質
問
状

住
民
の
命
と
安
全
を
守
る
の
は
自
治
体
の
大

切
な
役
割
で
す
。
と
り
わ
け
政
府
が
住
民
の
権

利
や
生
活
よ
り
も
米
軍
へ
の
奉
仕
を
優
先
さ
せ

て
い
る
こ
の
国
で
は
、
自
治
体
に
住
民
の
立
場

に
立
っ
て
国
や
米
軍
に
対
し
て
発
言
で
き
る
だ

け
の
責
任
と
気
概
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
c

会

で
は
、
京
都
、
滋
賀
の
全
自
治
体
（
約
一
（
）

0

)

に
対
し
て
、
演
習
へ
の
態
度
や
米
軍
の
監

視
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
公
開
質
問

状
を
送
り
ま
し
た
。
）
回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
公
開
す
る
予
定
で
す
C

●
地
元
新
聞
へ
の
意
見
広
告

海
兵
隊
の
撤
退
を
求
め
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ

イ
ム
ス
ヘ
の
意
見
広
告
は
様
々
な
人
々
の
共
感

を
呼
び

H
米
市
民
の
新
た
な
交
流
の
契
機
と
な

り
ま
し
た
3

こ
れ
に
学
び
、
会
で
も
地
元
新
聞

へ
の
意
見
広
告
掲
載
の
呼
び
か
け
を
開
始
し
ま

し
た
C

具
体
的
に
は
動
け
な
い
が
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
見
直
し
を
憂
え
、
あ
い
ば
野
で
の
日
米
軍

事
演
習
に
反
対
だ
と
考
え
て
い
ろ
人
は
か
な
り

い
る
は
ず
で
す
。
意
見
広
告
に
よ
っ
て
そ
う
し

的
に
は
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
に
対
す
る
関
心
は
着
実

に
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
原
因
は
、
い
わ
ゆ
る
湾
岸
戦
争
症
候
群

の
事
実
を
米
政
府
が
様
々
に
隠
蔽
し
、
そ
の
事

実
が
明
ら
か
に
な
る
過
程
で
「
症
候
群
」
の
原

8
.
9
に
劣
化
ウ
ラ
ン
弾

全
面
禦
止
を
訴
え

劣化ウラン弾貯蔵疑惑のある横須賀の米海軍浦郷弾薬庫仲央）。すぐ

近くに人家が立ち並んでいる。

た
人
々
の
声
を
一
つ
の
形
に
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
っ

同
封
の
呼
び
か
け
ビ
ラ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

是
非
と
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
C

●
集
会
大
阪
、
京
都
で
も
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直
し

に
対
し
て
様
々
な
個
人
、
団
体
が
反
対
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。
会
で
は
そ
う
し
た
個

人
、
団
体
と
連
絡
を
取
り
、
共
闘
し
て
演
習
直

前
に
は
集
会
を
開
く
こ
と
を

H
指
し
て
い
ま

す
。
沖
縄
か
ら
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
話
も
あ
り
ま

す
。
あ
い
ば
野
で
の
演
習
に
反
対
す
る
こ
と
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直
し
反
対
の
意
思
を
示
し
て

行
く
つ
も
り
で
す
。

●
現
地
調
査

九
月
ニ
―
日
に
現
地
調
脊
を
行
い
、
同
時
に

自
衛
隊
に
対
し
て
中
止
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。
当
直
七
官
か
ら
は
申
し
人
れ
書
の
受
け

取
り
を
拒
否
さ
れ
、
警
備
の
自
衛
官
か
ら
は
外

か
ら
写
真
を
撮
っ
た
だ
け
で
「
不
審
者
」
呼
ば

わ
り
さ
れ
る
な
ど
歓
迎
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
）

水
質
調
査
や
土
壌
分
析
な
ど
が
今
後
の
課
題
で

す
e

（
大
塚
岳
史
・
反
戦
ド
タ
バ
タ
会
議
）

因
の
一
つ
で
あ
る
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
害
が
広
く

認
識
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
今
年
の
八
月

九
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
Int
e
r
n
at
i

o
n
a
l
A
ct
i

o
n
 

C
e
nt
e
r
 
(
湾
岸
戦
争
に
反
対
し
た
ラ
ム
ゼ
イ
・

ク
ラ
ー
ク
氏
ら
が
組
織
）
な
ど
の
約
三

0
の
平

和
団
体
（
日
本
の
被
団
協
含
む
）
の
呼
び
か
け

で
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
追
悼
す
る
集
会
が

行
わ
れ
た
が
、
そ
の
呼
び
か
け
文
に
記
さ
れ
て

い
る
要
求
事
項
の
第
一
は
、
「
す
べ
て
の
劣
化

ウ
ラ
ン
兵
器
の
全
面
禁
止
」
だ
っ
た
（
参
照

h
t
t
p
:
/
 /
w
w
w.i
acen
ter.or
g
/
)
。
こ
の
集
谷
に
は

日
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
（
演
習

場
で
米
軍
が
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
を
使
用
し
た
疑

い
）
や
韓
国
（
劣
化
ウ
ラ
ン
装
甲
板
が
捨
て
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
今
年
判
明
）
か
ら
も
代
表
が

参
加
し
て
い
て
、
元
湾
岸
兵
士
た
ち
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器
の
撤
去
を
訴

え
た
（
「
毎
日
新
聞
」
八
月
―
一
日
）
。

恐
ら
く
以
下
の
日
本
で
の
「
事
件
」
は
、
そ

の
よ
う
な
国
際
的
な
反
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
世
論

と
は
無
関
係
で
は
な
い
。
た
と
え
日
本
人
が
気

が
つ
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
。

八
月
一
四
日
付
の
毎
日
新
聞
は
、
ベ
ン
タ
ゴ

ン
の
ベ
ー
コ
ン
報
道
官
が
同
紙
と
の
イ
ン
タ

「
海
兵
朦
の

全
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
を
鐵
去
」
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犀デ□霊
入碧腎饗

(95) 

1997.8.22ヘ-1997.9.22
s＝原子力i替水艦（原潜）スタージョン級
Lー原子力潜水艦（原潜）ロサンゼルス級

携
◇ 08/24 15:59 原潜キーウェスト（L)出港っ

♦ 08/26 10:14 原i替ポーツマス（L)入港c

◇ 08/28 15:4 7 原潜ポ一ーツマス （L)出港。

♦ 09/06 10:03 原潜キしーウェスト（L)入港^

◇ 09/12 15:37 原i替キーウェスト（い出港。

● 09/16 09:4 7 原潜インディアナポリス (L)人港。

◇ 09/18 13:49 原潜イ万ィアナポリス (L)出港

● 09/21 08:00 原子力空母ニミッツ (L)入港。

♦ 09/22 09:38 原潜プレマートン（L)入港。
. -

横須賀累計（うち原潜） ．・ 22(21)

佐世保

● 08/30 16:06 原潜インディ7ナポリス (L)入港c

● 08り： 11:07 原潜バッファワー（し）入港c

◇ ')8!31 15:58 原潜バゾファロー（L)出造

＜ン 09108 16且 原潜インディアナポ収（ L)臣港

● :)りlO 09:45 原潜ヘレナ｛I.)入海。

● 09/19 15:55 原i替バッファワー（L) ．＼港，

◇ 09/Z 1 15:55 深；答＇ゞ ノファロ. (L)出港こ

◇ 09/2Z 09紐原潜ヘレナ（し）出港。
•一

佐世保累計（うち原潜） ： i7は7l

”イトヒ・ーチ（沖繹・鳥淳町） なし
♦ 08/25 16:00 原潜キーウェスト（L)入港，

◇ 08/26 10:00 原潜キーウニスト (L)出港。

約イトピ→累計（うち原潜） ：9(9) 

●1997.1.1から9.22までの各地の原子力艦
入港数： （ ）内は原潜

横須賀 22 (21) 

佐世保 17 (17) 

ホワイトビ-t 9 ( 9) 

合計 48 (47) 

う
こ
と
だ
。
米
軍
基
地
の
中
を
日
本
側
が

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
な
い
と
ど

う
し
ょ
う
も
な
い
，
）
去
る
八
月
一
四
日
に
劣
化

ウ
ラ
ン
弾
貯
蔵
疑
惑
の
あ
る
横
須
賀
の
米
海
軍

浦
郷
倉
庫
地
区
（
弾
薬
廂
）
で
、
烏
島
の
劣
化

ウ
ラ
ン
弾
事
件
後
初
め
て
基
地
へ
の
立
ち
入
り

が
認
め
ら
れ
た
。
）
た
だ
し
申
請
と
違
い
中
に
入

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
原
田
章
弘
市
議
一
人
だ

け
C

写
真
撮
影
も
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
、
肝
心

の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
に
対
す
る
質
問
に
も
「
地
区

内
に
保
管
し
て
い
る
弾
薬
の
種
類
や
量
は
言
え

な
い
」
と
い
う
答
え
（
「
神
奈
川
新
聞
」
八
月

一
五
日
）
。
秘
密
主
義
は
依
然
と
し
て
徹
底
し

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
反
対
は

「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
？

ビ
ュ
ー
で
語
っ
た
話
と
し
て
、
米
軍
が
「
沖
縄

の
米
軍
基
地
に
配
備
し
て
い
た
劣
化
ウ
ラ
ン
弾

を
既
に
全
面
撤
去
し
、
韓
国
に
移
送
し
た
」
と

伝
え
た
。
こ
の
べ
i
コ
ン
報
道
官
は
、
「
劣
化

ウ
ラ
ン
弾
は
旧
式
テ
レ
ビ
よ
り
安
全
」
と
記
者

会
見
で
語
り
、
日
本
の
外
務
大
臣
に
入
れ
知

恵
？
し
た
張
本
人
で
も
あ
り
、
そ
の
真
偽
は
定

か
で
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
「
撤
去
」

は
日
本
の
外
務
省
に
も
伝
え
ら
れ
て
は
お
ら

ず
、
外
務
省
日
米
安
保
課
は
沖
縄
県
の
問
い
合

わ
せ
に
対
し
て
、
「
在
日
米
大
使
館
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
は
在
沖
米
海
兵
隊

軍
基
地
の
み
な
ら
ず
、
在
日
米
海
兵
隊
軍
基
地

す
べ
て
か
ら
撤
去
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
（
～
ウ
ラ
ン
弾
が
韓
国
に
移
送
さ
れ
た
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て
い
な
い
」
と
連
絡

し
た
（
「
琉
球
新
報
」
八
月
十
六
日
）
。

大
き
な
疑
問
は
(

1

)

「
撤
去
」
さ
れ
た
在

日
米
軍
基
地
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
は
ど
の
基
地
に

あ
っ
た
も
の
か
、
海
兵
隊
以
外
の
劣
化
ウ
ラ
ン

弾
は
ど
う
な
の
か
、

(

2

)

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
は

ど
こ
に
移
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
だ
が
報

道
は
錯
綜
し
た
。

現
在
ま
で
報
道
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
整
理

す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
）

(

l

)

海
兵
隊
所
有
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
に
つ
い

て
は
在
日
米
軍
基
地
か
ら
す
べ
て
撤
去
（
米
大

使
館
、
在
日
米
軍
司
令
官
回
答
）
。
沖
縄
以
外

て
い
る
C

崩
れ
た
日
本
政
府
の

言
い
逃
れ

の
例
え
ば
岩
国
基
地
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
も
撤
去

さ
れ
て
い
る
（
山
口
県
へ
の
米
国
大
使
館
回

答
、
「
中
国
新
聞
」
九
月
十
日
）
。
他
の
軍

種
、
つ
ま
り
陸
•
海
＂
空
軍
の
所
有
す
る
劣
化

ウ
ラ
ン
弾
の
在

H
米
軍
基
地
内
の
有
無
に
つ
い

て
は
一
切
回
答
し
な
い
。
な
お
烏
島
で
「
誤

射
」
さ
れ
た
千
五
百
一
十
発
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾

の
う
ち
回
収
さ
れ
た
の
は
米
国
に
持
ち
帰
ら
れ

た
二
三
三
発
だ
け
で
、
残
り
は
放
置
さ
れ
た
ま

ま
で
あ
る
（
日
米
安
保
課
、
一
沖
縄
タ
イ
ム

ス
」
八
月
一
六
日
）
。

(

2

)

ベ
ー
ー
コ
ン
報
道
官
は
在
日
米
軍
の
劣
化

ウ
ラ
ン
弾
が
「
潜
在
的
戦
場
に
近
い
」
韓
国
に

移
送
さ
れ
た
と
語
っ
た
が
、
在
韓
米
軍
は
琉
球

新
報
の
問
い
合
わ
せ
に
「
戟
国
に
移
送
さ
れ
た

事
実
は
な
い
。
過
去
一
ご
ヰ
聞
の
記
録
を
見
た

が
、
沖
縄
か
ら
韓
国
に
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
が
運
ば

れ
た
と
い
う
事
実
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
」
と

答
え
た
（
同
紙
八
月
十
六
日
）
゜
外
務
省
日
米

安
全
保
障
条
約
課
は
「
撒
去
先
は
グ
ア
ム
」
と

す
る
米
国
大
使
館
の
回
答
が
あ
っ
た
と
し
て
い

る
（
「
中
国
新
聞
」
九
月
＋
十
日
）
。

こ
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
「
撒
去
」

い
く
つ
か
の
教
訓
が
あ
る
つ

問
題
で
は
、

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
有
無
を
な
ぞ
答
え
な
い
の

か
は
「
テ
ロ

1
ス
ト
」
に
情
報
を
与
え
な
い
た

め
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
T
i
本
の
世
論
に
目

隠
し
を
す
る
た
め
だ
c

政
府
が
炎
軍
以
，
ヤ
に
木

軍
を
擁
護
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
か
ら
、
市

民
や
自
治
体
が
立
ち
人
り
要
求
を
強
‘
め
て
行
く

し
か
な
い
が
、
全
く
そ
れ
と
は
逆
向
き
の
ベ
ク

ト
ル
が
最
近
表
れ
て
い
る
。

ま
ず
H
本
政
府
の
恐
る
べ
き
「
不
作
為
」
3

首
相
や
外
相
は
国
会
で
繰
り
返
し
「
米
軍
が
使

う
か
ら
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
を
撤
去
を
要
求
し
な

い
」
と
答
え
て
き
た
。
も
し
米
側
の
海
兵
隊
基

地
か
ら
の
撤
去
が
事
実
と
す
る
と
、
日
本
側
の

撤
去
を
要
求
し
な
い
論
拠
も
失
わ
れ
て
い
る
訳

だ
r

)

当
然
陸
軍
や
海
軍
の
所
有
す
る
劣
化
ウ
ラ

ン
弾
の
撤
去
を
要
求
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
は

ず
だ
。
第
二
に
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
が
持
ち
込
ま

れ
よ
う
と
撤
去
さ
れ
よ
う
と
、
そ
れ
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
本
の
行
政
の
責
任

の
な
さ
だ
っ
そ
の
有
無
に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ

側
の
「
善
意
」
（
？
）
の
情
報
公
開
に
頻
ら
ざ

る
を
え
な
い
あ
り
方
で
は
住
民
の
不
安
は
解
消

さ
れ
な
い
c

第
一
一
一
に
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
劣
化
ウ
ラ
ン
弾

に
対
す
る
日
本
の
反
応
の
鈍
さ
だ
。
ア
メ
リ
カ

側
が
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
「
移
送
先
」
を
韓
国
か

ら
グ
ア
ム
と
一
―
]

-

E

い
換
え
た
の
も
、
毎
日
新
聞
の

報
道
内
容
が
韓
国
で
問
題
化
し
た
と
い
う
の
が

大
き
な
理
由
の
よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
劣
化
ウ
ラ

ン
弾
が
ば
ら
ま
か
れ
た
鳥
島
の
隣
の
久
米
島
の

住
民
は
、
国
に
対
し
村
民
の
健
康
診
断
の
実
施

を
申
し
入
れ
て
い
る
（
未
だ
実
施
さ
れ
ず
）

が
、
国
政
レ
ベ
ル
で
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
も
さ

れ
て
い
な
い
（
）

撤
去
さ
れ
て
も
気
が
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
ま
た
持
ち
込
ま
れ
て
も
分
か
ら
な
い
と
い

そ
れ
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
防
衛
協
力
指
針
）

の
改
定
だ
。
す
で
に
こ
の
中
間
報
告
の
別
表
の

「
米
軍
の
活
動
に
対
す
る
日
本
の
支
援
」
の
項

目
に
は
、
「
米
軍
施
設
の
警
備
」
、
「
日
本
国

内
の
輸
送
経
路
上
の
警
備
」
な
ど
が
上
げ
ら
れ

て
い
る
（
＇
こ
れ
は
例
え
ば
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
有

無
の
調
査
や
、
輸
送
に
反
対
す
る
行
動
も
「
犯

罪
」
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
実
際
こ
の
別

表
に
は
「
日
本
国
内
の
治
安
に
関
す
る
情
報
の

提
供
」
も
ち
ゃ
ん
と
害
き
込
ま
れ
て
い
る
ー
し
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
に
伴
う
「
諸
法
令
の
制
定
」

に
は
ス
パ
イ
防
止
法
的
な
規
定
が
書
き
込
ま
れ

る
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
◆
◆

u
―――――――――巨―
-
l
-
l

●
一
↑
―
―
―

・
-
1
-
E
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―
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―
―
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●いつもの（や）さんの芸能情報です。結婚――-

しちゃった好感度No.I女性「）あ～オトコの
やすらぎの飯島直子ちゃんのご実家って、

横浜市港北区の田巻編集長の家からバイクで4

分ぐらいのところにあります。田巻さん知っ

てた？ワタシなんか彼女がお母さまのために

建てた1億円の美容院のポストにチラシを入れ
たこともあるんですよ。あんまり威張ること

でもないか…。 （や）

．ここミッゾがヨコスカにやってきた。久
しぶりで平和船団に乗った。二日酔いのアタ

マに潮風は心地よく（事態の重大さにもかか

わらず）ノッてしまった後でちと後悔。それ

にしても世の中さらにトンデモナクなりそう

だ。と言うのは想像力のない人の多いこと

（俺にあるのだ、ということではないが）。

ワシ、もう知らん。しかし、自分の生活がま

ずしつかりしていなければ天下国家を論じて

も説得力がない訳で、何とかせねば、と長期

的スランプの中で悶えるおれなのである。乱

:/9ニコ言三三：三□

編

集

室

か

会計報告
(978.14~、•9.26)

［収入］
こ）前月からの繰越し

C今月の収入

会費収入

（内訳）

580,000 

84,000 

維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

カンパ収入

預金利子

資料収入

運動収入

［支出］
●今月の支出

事務所代 (9、10月分） 80,000 

水道光熱費 4,097 

電話FAX費 3,790 

郵送費 44,432 

文具・備品 2,940 

印刷・ごピー代 投8,300

振り込み手数料 1,400 

雑費 6,310 

●次月への繰越し 472,731 

＊運動費は運動プロジェクト毎の独立採算となってい

るため、それにあてはまらない収支のみがこの襴に計

上されます。
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〔

お

詫

び

〕

●
い
つ
も
月
刊
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
号
印

刷
し
な
が
ら
誤
字
・
脱
字
な
ど
の
ミ
ス
を
発
見
し

て
は
一
同
「

．．． 
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
「
前
号

の
お
詫
び
と
訂
正
コ
ー
ナ
ー
」
が
必
要
か
も
し
れ

な
い
と
反
省
し
き
り
で
す
。
許
さ
れ
な
い
言
い
訳

を
敢
え
て
さ
せ
て
い
た
だ
け
ば
「

．．． 
」
。
毎
号
綱

渡
り
発
行
で
す
。

.
5
4
号
の
訂
正
（
編
集
後
記
）
オ
ダ
ギ
リ
ス
ー
▼

o
x
A
L
I
S
他

.55
号
の
訂
正
新
ガ
ン
ド
ラ
イ
ン
↓
新
ガ
イ
ド

ラ

イ

ン

他
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